ビルトインコン □ 
取扱説明書梅証書付 


,0^0全ロセンサー搭載 

公センヴ—コン □ 


家庭用 



巨 0cm 幅 

7已 cm 幅 

け表品名コード 

C3WJ3PWAS 

C3WJ4PWAS 

型式名 

C3WJ3PWA 

C3WJ4PWA 


このたびは、八ーマンのガスビルトインコン□をお買い上げいたださ、まことにありびとラございます。 
この取扱説明書をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 

〇この取扱説明書は、いつでち利用できる場所に大切にな管してください。 

〇この取扱説明書の已8ページび保証書になっています。お買い上げ曰、販売店名、保証内容などをよ<確認 
し、大切に保管してください。 

〇来客者などび機器を使用するときは、その前に必ず取扱説明書の内容を説明してください。 

〇本書を紛失された場合や、ご不明な点びあればお買い上げの販売店または、わよりの醉社にお問い合わせください。 



安全なご利用のために 

各部のなまえ 
かんたん操作ガイド 
必ずお守りください（安全上のを意) 
周囲の防乂措置（機器の設置）について 

毎曰の使いかた 

コン□を使ラ準備 
コン□の使いかた 
タイマーモート 
揚げちのモード 
湯わかしモード 
炊飯モード 
グ1」ルを使ラ準備 
グ1」ルの使いかた：マニュアルグ1」ル 
オートグ U ルモード 
レンジフードフアン連動機能の使いかた 

電池交換 


長くご利用いただくために 

お手入れ 
安全機能 
Q&A (よくあるご質問） 
故障かな？と思ったら 
次の表示び出たら 
安全-便利機能の使いかた 
仕様- アフターサービス 
交換部品 
別売部品 
保証書 

H H 抓 man 111111111111111111111111 
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各部のなまス 



◊電源について 

電源ボタンを押すことにより、機器の電源を入れ 
たり切ったりすることびでをます。 

(アルカリ乾霞也逆1お： 2ボを使用してしほす。） 

◊オートパワーオフ機能 

コン□やグ U ルを使用していないとさは、約3分後 
に電源び自動的に切れまず。 

※オートパワーオフ機能の設定時間は変更するこ 
とびでさます。（已4ページ） 



グリル排気□カバー 
トッププレート 


サイドカバー 
サイドモール 



サイドモール 


グリル焼お(フッ素〕ート加工） 
L _ グリ j 優け皿(クリアコート加工） 
グリルとび5 
グリルとび5取っ手 


電池収納部 



r 

グリル操作部(シート） 


た !(ネル上面が電池ケースのふたに 
なっていまず。 

電池ケースふた （39 ページ） 



グリル燃焼ランプ (31 ぺージ） 
電池交換サイン （已 3 ぺージ） 


^ 才ートグリル操作部 

才ートメニューキー(33 ページ） 

：!： 弃き加減キー(33 ぺージ）__一 

义力表71^フンプ 


-- , ヴリル 
1〇 姿焼〇強め I び 

1〇 切身〇標準 
に 干物〇弱め' 0 弱の i 


才ート 

烧さ 

に :!- 

加減 



タイマー設定部 

(31 ぺージ） 


义力切替キー(31 ページ） 
点义/消义キー(31 ページ） 















































































品をコード 

トッププレート（ガラス） 

前面パネル 

例 

000000 WA SSV 0 

\ 了尸 

S 

ブラック 

なし 

ブラック 

SK 

巧一 

SV 

シルバー 

1 トッププレ-卜 1 1 前励闲レ 1 

S 已 

グレー 


※〇00000 WAS 已 svo はトッププレート(ガラス）：グレー，前面パネル：シルバー 
※操作部やバネルなどにな震シートび貼ってある場合がありまず。取り外して使用してくださし、 


ちもコン □ 


立消え安全装置 



コン □調理部 
をコン □ 

ごと< 


バーナーキヤップの 形げ 


温度センサー 


点义プラグ 


パ-トキヤップ ー ^ 
パーナー リングカバ’一 
パーナー リング 
ミ品度センサー 




をコン □ 


感 


※左ちコン□の 「 H 」 マークは仕様や 
ガス種により、1ヶ巧の場台や表 
示位置、大ささが異なりまず。 


※取り付け方法については、『お手入れ』 （41 〜42ぺージ)を参照してください。 


■ 


コン□操作部(パネル) 


コン□微調節ランプ/ボタン ー 

(18 ページ） 


□ック機能ボタン/ランプ （1 己ページ） 

電源ランプ/ボタン 


左コン□用 
义力表示ランプ 


点义/消义ボタン 

(1 8ページ） 



(1 己ページ） 


ちコン□用 
义力表示ランプ 
点义/消义ボタン 
(18 ページ） 

後コン□用 
义力表示ランプ 
点义/消义ボタン 
(18 ページ） 


コン□操作部(シート） 


タイマー設定部 （19 ぺージ） 


後 コン □操作部 

炊飯 キーに 7 ぺージ） 



左コン □ 
0200 

0180 〇自動消乂 
0160 05 分保温 

を〕-ン〇 

〇おかゆ 
〇ごはん 

ちコン □ ; 
0200 ' 
0180 〇自 D 消乂！ 
0160 05 分 保温； 

揚げ 

ちの 

湯ね 

かし 

巧飯 

揚げ 

ちの 

湯ね ； 
かし 1 

〇 

m-m 

。抄巧し） 


〇 

むサ-段 降； 
。秒巧し ） 1 


左ちコン□操作部 
揚げものキー に]ページ） 

湯 わかし キーに 3 ページ） 
センサー解除キー(18 ページ） 


レンジフード用操作部 (37 ページ） 

※〇 000 0C 

邮 A0( 

つ00亡タイブのお。 


■ 

— ホ列線発信部 


曲 

— 切キー 


国" 

入 • 風里キ 


國~ 

— 照明入-切キー 
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2 . 






























































































































かんたん操作ガイド 


(点み 

a 源、 ) 


電源 

切/入 


電源を入れる 

-『ピッ』と音びするまで巧す。 

(約 0.3 砂） 

〈操作部(コン□-グリル)の開けかたは、1ページを参照してください。 


\ピツ/ 


コン□操作自15 1 [コン□を使う準備 D ：： 戸 |1已 い 

煮る、妙める 

(全 コン □) (左ち コン □) 

防園 


0 00 1 0 . 


'〇〇〇 参 〇 




火力を 
弱< 



火力を 
強< 


①点乂 


②乂力調節する 


コン□操作自15 1 [コン□を 使う準備 nil ] 

•0 00,0" 


0200 


揚げる、焼< 

(左ち コン □) 

0) 

な 

•180 

0160 

揚げ 

ちの 


巧國 

①点乂 

②温度を設定する 


コン□操作部 I [コン □を使ラ準備 D ：： T ^「1 己 I] 

お湯をわかず 

(左ち コン □) 

巧國 


0 00 1 0 . 


①点乂 


お 動消义 
05分な温 


湯ね 

かし 


②湯わかしを 
設定する 


コン□操作部 I ロン□を使う準備正で [1 司] 

ごはんをがく 

(後コン □) 

[〇==[27| (下準備正戸 gg ) 


001 


•• 


①点乂 


〇おかゆ 
♦ごはん 


炊飯 


②炊飯を設定する 


グリル操作部 [グ I 」ルを使う準備防 [ g 自] 

才ートグリルで 

魚を巧< 

防國 


〇姿焼 
♦切) 身 
0干物 


才ート 
に: I - 


〇強め 
♦標準 
〇弱め 


焼ぎ 

加減 


①魚に合わせ 
メニュー設定 


②焼き加減を 
設定する 


◊自動消义した場合は、必ず点义/消义ボタンを戻してください C 
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な 


•0 0 0 0 0 ,, 



③調理が終了した5、 

点乂/消乂ボタンを戻す 



『ピピピッ』と鳴った5 ③調理が終了した5、 

調理開始 点义/消义ボタンを戻す 



自動消乂 



『ピピピッ』で 
おミ日5せ 
乂力「尉 
已分後自動ミ肖义 


③点乂/消义ボタンを 
戻す 


点义の際は… 

ごとく中央に鍋を置く 



温度センサーの上面と銅底やフラ 
イパンの底などが密着していない 
ときは使用しない 

鍋底に密着しないとさや巧れび付 
着しているとさは、温度センサー 
び正しくはたらさません。 

-調理油の量に関係なく調理油び 
発火し、 火災の原因になりまず。 

-焦げつき自動消火機能び正しく 
はたらかない場合びあります。 



鍋底び凹己 油巧れ 

さびミちれ 
異物などが付着 


みき y ずき間 




『ピピピッ』•-自動消义 ③点义/消义ボタンを 

『ピー』•••む5し終了 戻す 


な 


鑛 


な 顯 な 


日日 


のタイマ_ 


③点乂 残り時間を表示 『ピー』と鳴り 

(例： 9分） 自動消乂 




























































おずお守りください(安全上のま意）® 


ま全に正しく使用していただくために必ずお読みください 


使用されるちや他のちへの危害-財産への損害を未然に防止するために、つざのよラな区分- 
表示をしています。 

いずれを安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りいたださ、内容を理解して正しく使用 
してください。 


■を書-損害の程度による内容の区分 



A 危険 


このまおを無視して誤った取扱いをすると、人び死 t または重傷を負ラを険または、 
火災び切迫して生じることび想定される内容です。 


A 警告 


この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t または重傷を負う可能性または、 
火災び想定される内容です。 


A ま意 


この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性および物的損害 
のみび発生する可能性び想定される内容です。 


お願い 


安全に快適に使用していただくために、理解していたださたい内容です。 


■注意-禁止内容の絵表示 


Q 必ず守る 

換気する 

A 発火ミ主意 

禁止 

火気禁止 

® 分解禁止 

(§) 接触禁止 



A 危険 


ガス漏れの際には 


ガス漏れに気づいたときは、下記の手順に従う 


〇 ①すぐに使用をやめ、ガス栓を閉じる。 

②窓や戸を開け、ガスを外に出す。 

ぉず守る③お買い上げの販売店または、ちよりのガス 
事業ち(供給業ち)に連絡する。 



ガス漏れ時は、絶対に 

-义をつけない 

-電気器具(換気扇など)のスイッチの入•切をしない 
-電源プラグの抜さ差しをしない 
-周辺で電話を使用しない 
乂や乂花で引火し、 义災①原因になります。 
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使用ずるガスについて 


〇 銘板に表示しているガス(ガスグループ)で使用する 

表示 LU 外のガスで使用すると、 不完全燃焼による一酸化炭素中毒や爆発着义によるやけど、機器が故障 

’ぶ^' 3 る する原因になりまず。 供給ガスびわか日ない場合はお買い上げの販売店または、ガス事業者にお問い合 
わせください。（電池ケースふたの開けかたは、3目ページを参照してください。） 



应警告 


乂災予防のために 


設置の際には 



〇 機器の設置（取り付け、取りがし）- 
移おおよび付帯工事は、お買い上げ 
の販売店または、もよりのガス事業 
ちに依頼する 

ガス配管接続には郭职資格.技術び必要です。 


〇 機器周囲の改装（吊り戸棚を付けるな 
ど）については、お買い上げの販売店 
にホ目談する 

ご自分で改装されると、設置基準上問題にな 

る場合びあり、 义災の原因になりまず。 


〇 機器を設置するとさは、可燃性の部 
分か5十分離して設置ずる 

当該地区の市.町.村の条例で定め日れてい 
ます。必ず守ってください。 

距離を確保でさない場合は、別売の 
防熱板を取り付ける 

防熱板を取り付けなかった場合、 义災の原因 

になります。 

-離隔距離については] 4ページを参照して 
ください。 

隱板の購入は、お買い上げの販売店または、 
ちよりの弊社にお問い合わせください。 


機器をご使用の際には 


〇 

必ず守る 


使用中に異常燃焼、異常音、臭気などを感じたときや地震、义災などの緊急の場合は、 


下記の手順に従ラ 

① 消乂する。 

(点乂 /消火ボタンを「消火の状態」にする。） 

(グ U ルを使用している場合は、点火/消乂キーを巧す。） 

② ガスをを閉じる。 

③ お買い上げの販売店または、ちよりのガス事業ち(供給業ち)じ 
連絡する。 

义災や一酸化炭素中毒のおそれがありまず。 


①，〇〇〇〇',, ,0 


0000 : 


な 


消义の状態 



〇 使用後は消义を確認する 

义災や思わめ事故の原因になりまず。 

※就寝や外出時はガスをち閉じてください。 
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底ずお守りください(安全上のま意） @ 


A 警告 


乂災予防のために 


機器をご使用の際には 


0 义をつけたまま離れない、就寝やか 
出をしない 

S A 料理中のちのび焦げたり燃えたりするなど、 
义災の原因になりまず。 

※とくに天ぷらや揚げちの調理、グ U ルを使 
用しているとさはを意してください。 

電話や来客の場合は、一旦火を消してください。 


0 トッププレートに衝撃や荷重を加え 
ない、上にの5ない 

トッププレートのガラス破損につなびり、 臭 
常過熱や义災の原因になります。 

※破損したとさは、けびの原因にちなります 
ので、程度の大ルに関係なく、すぐに修理 
を依頼してください。 


Q 




0 引义のおそれのあるちの（スプレー、 
ガソリン、ベンジンなど）は機器の近 
禁止 くで使用しない 

义災の原因になりまず。 


0 燃えやすいものを機器の近くに置か 
ない 

" 機器の上や周囲に燃えやすいちの（ペットボ 
トル、調理油など）、引火のおそれのあるち 
の（スプレー&、カセットコン□用ボンベなど） 
を置かないでください。 

於が D 原因れ 熱でスプレー m の圧力。';上びり、 
スプレー宙が爆発ずる原因になりまず。 



コン□部をご使用の際には 


A センサー解除モードを使用するとさは、 

揚げものなどの調理はしない 

胃センサー解除モードでは、天ぷ日油過熱防止 
機能の消火温度び高くなっていますので、調 
理胁'過熱され発火し、 火^の原因になりまず。 

(センサー解除モードについては、]8ぺ_ 
ジを参照してください。） 


0 耐熱ガラス容器や±鍋など、熱び伝 
わりにくい容器で油料理しない 

" ^ 天ぷ5油過熱防止機能び正しくはた日かず、 
調理油び発火し、 义災の原因になりまず。 


0 鍋などびトッププレー 
卜か5はみ出した状態 
" ^では使用しない 

义災や機器焼損の原因になり 
まず。 



0 

禁止 


温度センサーの上面と鍋底やフライパンの底などび密着 
していないときは使用しない 

鍋底に密着しないとさやちれび付着しているとさは、温度センサー 
び正しくはた日さません。 

-調理油の量に関係なく調理油び発火し、 义災の原因になります。 

-焦げつき自動消火機能び正しくはた日かない場合びあります。 


Q 



温度センサー 


毎 


臟び凹己望鬻れ 

異物などが付着 


みき!:^ ずき間 


0 アルミはく製しる受け、省エネごとくなど指定 
むがの補助員は使わない 

4 一酸化炭素中毒のおそれや機器の異常過熱により塗装の 
変色-はく離-機器焼損-変おの原因になります。 
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义災予防のために 


コン□部をご使用の際には 


0 

禁止 


コン□をおおラよ 
うな大きな鉄ホ反や 
鍋は使わない 
一酸化炭素中毒のお 
それがありまず。 



0 

禁止 


焼網は使用しない 

トッププレートに落ちた油など 
び発火したり、 機器の異甫過熱 
により塗装の変色•はく離•機 
器巧損-変おの原因になります。 



揚げもの調理の際には 


〇 揚げらのは食材全体び十分につかるまで調理油(形ず200 mL 
. L ソ上)を入れて行ラ 

^^'33 調理油の量び少なかったり、減ってきたりすると、 発义ずるおそれがありまず。 
とくにフライパンなどの底び広い鍋で揚げちのをする際は、食材全体び 
調理油に十分につかっていないと、 発义ずるおそれがありまず。 



食が全体びつかるまで 



0 

禁止 


を凍食材を鍋の底面中央に密着させた状態で揚げらのをしない 

鍋の底面中央(温度センサーの接触位置）に冷凍食材び密着した状態で揚 
げちの調理をすると、温度センサーび鍋底の温度を正しく検巧しないた 
め、 発义ずるおそれがあります。 食材は中央部を避けて置いてください。 



;令ま食材 


Q 


ちま食材を鍋の底面中央(温度セン 
ヴーの接触位置)に密着させない 


0 複数回使った調理油で揚げものをしない 

何回ち使用して茶掲色に変色した調理油、にごった調理油、揚げカスなどび沈んだまま残っている調理 
" ^油は使用しないでください。 発义が起こりやずくなる場合がありまず。 

0 揚げすぎない 

豆腐などの水分の多いちのや、巧つさのコ□ッケなどの破裂しやすいちのは、とくにを意してください。 
-^揚げすざると油び飛び散り、 発义や、やけどのおそれびあります。 


グリル部をご使用の際には 


〇 グリル使用前はグリル庫内を点検ずる 

グ U ル庫内に食品くず、油くず、巧などびあ 
ると、使用中に発火し、 义災や機器損傷の原 

因になりまず。 


〇 グリ J レ使用後および連続使用ずるとさは、 
グリル受け皿にたまつた脂を取り除く 

^"^33 たまった脂び発乂し、 义災や機器損傷の原因 

になります。 


0 グリル排気□①上にふきんやタオルな 
どをのせない 

" ^ 义災や不完全燃焼の原因になります。 


0 

禁止 


グリル受け皿にグリ 
ル石やグリルシート 
などを入れない 

たまった脂び発火し、 

义災や機器損傷の原因 
になりまず。 



A 

発义注意 


脂の出る料理には、 
グリル焼網の上や 
下にアルミはくを 
敷かない 

アルミはくの上にたまった 
脂び発火し、 义災や機器損 
傷の原因になりまず。 



点検の際には 


^ 絶対に改造-分解は巧わない 

改造•分解をずると一酸化炭素中青などによる死 t 事故のおそれがあります。また、义災の原因になり 

分解禁止 〇 
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公ずお守りください(安全上のま意） @ 


| A ま意 


义災予防のために 


機器をご使用の際には 


〇 使用するバーナー①点义/消义ボタ 
ンを確認して操作する 

間違って操作すると、別のパーナーび点火して、 

义災や思わめ事故の原因になりまず。 


〇 点义したとさはバーナーび着义した 
ことを確認する 

0^33着火していないと、 义災ゃ一酸化炭素中毒、 
思わめ事故の原因になりまず。 


0 


調理むがの用途には使用しない 

練炭の乂起こしやを類(ふさんなど)の乾燥な 
どに使用しないでください。 過熱•異常燃焼 
による機器焼損 やを類などび落下して 义災の 
原因になります。 



グリル部をご使用の際には 


〇 魚などの焼さすざに注意する 

魚などび燃え、グ U j レ排気口か日炎び出るこ 

0ず守るとびあり、 义災の原因になりまず。 


発义を意 


鶏肉やサンマなどの脂のをい食材を 
焼くと、飛び散った脂に引义して瞬 
間的にグリル排気□か5炎び出る場 
合びあるのでま意する 
やけどや义災などの原因になりまず。 


〇 グリル使用中、調理物び発义した場合は、下記の手順に従う 

①点乂/消火キーを巧し、機器のバーナーを消乂する。 

必ず守る ②炎び消えるまでグ I 」ルとびらを開けない。 

③消乂後、お買い上げの販売店または、ちよりのガス事業をに連絡する。 

手順に従わなかった場合は、义災の原因になりまず。 


A ま; 


ガス事故防止のために 


設置の際には 

〇 ;ち暖房装置の吹き出し□の近くや、強い風び吹さ込む場所には設置していないことを 
確認する 

0^33 义が途中で消えたりす完全燃焼の原因になります。 

機器をご使用の際には 

使用中は換気をする 

^使用中は窓を開けたり換気扇を回すなど、換気を行ってください。 

る換気を行わずに、他の燃焼機器と同時に使用した場合など、 不完全 

燃焼による一酸化炭素中毒の原因になります。 

※自然排気式給湯器やふろびまを使用している場合は、換気扇を回さず、 

窓を開けて換気をしてください。換気扇を回すと排気ガスび逆流して 

—酸化炭素中毒の原因になりまず。 

お手入れの際には 

〇 バーナーキャップを水洗いしたあとは、よく水気を切る 

水分び残ったまま取り付けると、 点义不良やす完全燃焼の原因になりまず。 
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睦迁局 


やけどやけびの予防のために 


機器をご使用の際には 


〇 点义操作をしても点义しない場合は、 
点乂/消义ボタンを r 消义の状態 J にし、 
周囲の ガスび なくなってか5再度点 
义する 

すぐに点乂すると、周囲のガスに引乂してな 
服び燃えるなど、 やけどの原因になりまず。 


® 使用中や使用直後は操作部むがは触 
5ない 

機器本体とその周辺および調理用具び熱くな 

つており、 やけどの原因になりまず。 

※とくにルさなお子さまびいる家庭ではを意 
してください。 


〇 コン□使用中は、コン□①奥へ手を伸ばしたり、身体の一部や巧服びバーナーに触れ 
ないよラに注意する 

やけどや巧服に炎が移ったりずるおそれびあります。 


0 点义操作時や使用中はパ’ーナー付近に顔や手などを近づけない 

炎や熱で顔や手など、 やけどの原因になります。 

" ※調理中に温度センサーび作動し、自動的に"弱乂"ぐ y ‘強乂"と炎の大ささび変化する場合びあるため、 
やけどをするおそれびあります。 



コン□部をご使用の際には 


〇 やかんや鍋などの大きさに合わせて义力を調節する 

乂力び強いとはみ出した炎によりやかんや鍋の取っ手などび過熱され、 やけどや取っ手の焼損の原因に 
’ぶず35 なります。 


0 片手鍋や底びへこんだ鍋や丸い鍋、底びすべりやすい鍋、径のルさい鍋などは、不安 
定な状態で使用しない 

" ^ •片手鍋やフライパンなど、重むび片寄った鍋は不安定な状態にな日ないよラ、取っ手をごとくのツメ 
方向に合わせる、取っ手を持って使用する、取っ手などを機器の前面か日はみ出さないよラ横に向け 
て置くなど、安定した状態で使用してください。 

-中華鍋などの底の丸い鍋は、取っ手を持ちなび日使用してください。 

不安定な状態で使用すると、鍋び傾いて調理物び体にかかるなどして やけどの原因になりまず。 


〇 みそ汁やカレー、ミートソースなど、とろみのある料理を煮たり温めたりするときは、 
义力を弱めにして、よくかき混ぜる 

強乂で急に温めると、鍋底に沈んだみそやルーなどび突沸現象により突然噴さ上びり、鍋びはねあびつ 
て やけどをずる原因になりまず。 （とくにだし入り豆みそ啸みそなど)のときはを意してください。） 


突沸現象 I しついて 

突沸現象とは、突然にふっとラする現象です。水、牛乳、豆乳、酒、みそ汁、コーヒーなどの液体を温めると 
きに、ささいなきっかけ(容器をゆする、塩、砂糖などを入れる）で生じます。直乂でこれ日を温めるときにも 
超さることびあります。 

この現象び調理中に起さると、銅びはねあびったり、高温の液体び飛び散るため、やけどやけびをするおそれ 
びあります。これ日の予防法として;欠の点にごを意ください。 

-カレー、ミートソースなどのとろみのある料理やみそ汁などの汁ちのの温めは弱火でかを混ぜなびら加熱する。 
(強火で急に加熱しない。） 

•熱々の汁ちのに、塩、砂糖などの調味料を入れる場合は、かしをましてから行ラ。 

-鍋の大ささにあった火力で加熱する。 
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公ずお守りください(安全上のま意）® 


睦迂忌 


やけどやけびの予防のために 


グリル部をご使用の際には 


A 使用直後の魚の出し入れは、グリル 
V とび5やグリル受け皿、グリル焼網 
を機器か5取りがさずに行う 

グ1」ルとび日ガラスやグ1」ル焼網などび熱< 

なっており、 やけどの原因になります。 

^ グリルとび5およびグリルとび5取 
^ っ手に重いものをのせたり強い力を 
禁止 加えない 

グ U ルとび日び外れ、 けがや機器損傷の原因 
になります。 

A グリル受け皿を持ち運びずるときは、 
V ちえてか5持ち運ぶ 

0^35使用中や使用直後は、グ U ル受け皿やグリル 
受け皿にたまった脂び高温になっており、 や 
けどの原因になりまず。 また、グ U ル受け皿 
にたまった脂などびこぼれないよラにミ主意し 
てください。 

^ グリルとび5ガラスに衝撃を加えた 
じ^り （グリルとび5の落下も含む）キ 
" ^ ズをつけたりしない 

また、使用中や使用直後に水をかけない 

グ1」ルとび日ガラスび割れて、 やけどやけが 

の原因になりまず。 

^ グリル使用中や使用直後は、グリル 
^ とび5取っ手む州ホ触5ない 
* ^ グリル受け皿を持つときは、めれぶ 
きんなどで持たない 
やけどの原因になります。 

べ^ グ U ル受け皿に水を入れて使用しない 

じソ この機器はグ U ル受け皿に水を入れる必要び 
« 止ないタイプです。水を入れないでください。 

グ U j レ機能び正しくはた日かなかったり、 調 

理物び燃えるなどの原因になります。 また、 
お湯びこぼれて やけどの原因にもなります。 


^ グリルを使用するときは、グリル排気□に手や顔などを近づけない 
^ 鍋の取っ手などびグリル排気口にかか5ないようにする 

高温の排気び出て、 やけどや鍋の取っ手などの焼損の原因になります。 


お手入れの際には 


0 トッププレートは取りがさない 

トッププレートを取り外すと、 裏面でけがを 

« ^ する原因になりまず。 

また、ガラス裏面に洗剤や薬剤び付着すると、 

変色したりキズの原因になります。 


〇 お手入れをするとさは、機器び十分 
をえてか5、手袋をして行う 

0^35手袋をしないでお手入れすると、 やけどや機 

器の突起物などでけびをする原因になりまず。 


〇 

必ず守る 


ごとくとパ’ーナーリングカバーは、正しく取り付ける 
(42 ぺージ） 

正しく取り付けないと、 鍋の15倒によるやけどや、点义不良•不 
完全燃焼の原因になります。 
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睦迂局 


機器損傷の予防のために 


機器をご使用の際には 


^ トッププレートに直接高温の鍋など 
をのせない 

" トッププレートの 変色や損傷の原因になります。 

^ ごとくをがして直接コン□に鍋を置 
いて使用しない 

*"4 す完全燃焼や機器焼損の原因になりまず。 

^ グリルとび！5、グリルとびら取っ手、コン □ 
^ 操作部、グリル操作部•電池ケースふたなど 
® A に、重いちのをのせたり強い力を加えない 
機器損傷の原因に なりまず。 

^ グリルとび5を開けたままグリルを 
、ソ 伊巧しなし、 

" ^ グ1」ルとび日に魚などをはさみこむなど、グ 
U ルとびらび開いた状態では使巧しないでく 
ださい。 

機器上部が変色したり、ワークトツプを焦が 
す原因になります。 

A エアコン、扇風機の風などびコン□の炎 
V にあたらないように配慮して使用ずる 

温度センサーにより鍋底の温度を検巧して乂 
力を制御するため、風びあたると ミ品度センサ 

一が正しくはた日かない場合びあり、义び途 
中で消えたり機器損傷の原因になりまず。 



お手入れの際には 


〇 

必ず守る 


パーナーキャップは正しく取り付ける (41 ぺージ） 

正し < 取り付けないと、 

-点火しない場合びあります。 

-炎のふぞろいや逆乂で 不完全燃焼、一酸化炭素中毒のおそれやパーナー 
キャップが変形ずる場合があります。 

-機器の中に炎びもぐりこんで、 焼損する原因になります。 

-誤セツトのまま使用すると、 機器寿命が短くなるおそれびあります。 



A ま; 


お子さまに巧ずるま意 


0 ルさなお子さまだけで使用させない 

思わめ事故の原因になりまず。 

" おモさまび触れてち点乂しないよラ、□ックを設定することびできます。 （1 己ページ) 


拉迂局 


正常な動作のために 


〇 


温度センサーび上下にスムーズに動くことを確認する 


温度センサーのお手入れはこまめに行う （41 ぺージ） 

0^35鍋底に温度センサーび密着しなくなり、 調理油が発义ずる場合びあります。 
また、動さび悪いと舗などび傾を、お湯などびこぼれ、 やけどの原因にもなります。 
密着しない場合、点検-修理を依頼してください。 


温度センサー 



上下にス ムーズ 
に動くことを確認 


0 温度センサーに強いショックを加えたり、 
キズをつけない 

鍋底に温度センサーび密着しなくなり、 調理油が 

発义する場合びありまず。 


温度センサーに 
強いシヨックを加えない 
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おずお守りください(安全上のま意）® 


お願い 


機器について 機器のご使用について 


■この製品は家庭用でず。業務用のよラな使いかたを 
すると、機器の寿命が著しく短くなります。この場 
合の修理は保註期間内でち有料となります。 

■長時間使用してし、なかったり、巧めて使用するときは、 
配管内に空気が入っていて点义しにくい場合があり 
ます。 

しば日く待ってか日、再度点乂してください。 

■長期間使用しない場合は ••• 

-ガスをを閉じてください。 

-各部の巧れを取り除さ、ほこりや異物び入日ない 
よラにビニールなどをかけてください。 

再使用時は、完全に取り外してください。 

-乾電池を電池ケースより抜いてください。 

乾電池の液漏れにより、 機器をいためる原因になります。 
■機器を廃棄ずる場合は ••• 

■機器を取り替えた場合、旧機器は専門の業者に処 
理を依頼してください。ちしお客さまで旧機器の 
処理をする場合、乾電池を使用している機器は、 
乾電池を取り外してか5正規の処理を行ってくだ 
さい。 

お手入れについて 

■機器や機器周辺（システムキッチンの天板など）にか 
をかけたり、水を流しての掃除はしないでください。 
また、めれぶきんやスポンジたわしを使用する場合 
をよくしぼり、水分を切ってか5使用してください。 
機器内部に水び浸入し、 故障の原因になりまず。 


グリルのご使用について 

■連続で使用ずる場合は一旦义を消し、再度点义して 
<ださい。 

グ U ル庫内び高温になっていると、グ Uj レ過熱防止 
センサー (46 ページ）びはた日いて、 焼を上がる前に 

消义ずる場合がありまず。 

■魚などの焼き加減を見るときなど、グリル受け皿を 
約1分に I 上弓 I き出したままにする場合は、一旦义を消 
して < ださい。 

グ U ル過熱防止センサー (4 己ぺージ)びはた日いて、 

消义ずる場合がありまず。 

■を蔵庫か5出し た冷た いままの魚などは、常温でし 
ば日くおいてか日焼いてください。 

また、をまされた魚などは、しっかりと解凍してか 
5焼いてください。 

中む部まで十分に火び通日ず、焼さ上びりびよくな 
し、場合や、生焼け状態になる場合びあります。 


■使用中もときどき、正常に媳焼していることを確認 
して < ださい。 

■トッププレート上で、鍋などをすべ5せたりしない 
で < ださい。 

トッププレートや鍋び損傷する原因になります。 
■機器の下にオーブンを設置して使用している場合、 
才ーブンのとび5を半開きのままで使用しないでく 
ださい。 

やけどや過熱による変おなどの原因になりまず。 
■トッププレート上で、 IH ジャー炊飯器、卓上型 IH ク 
ッキングヒーターなど電磁誘導加熱の調理機器を使 
ねないで < ださい。 

磁力線により、 機器び故障する原因になりまず。 

コン□のご使用について 

■鍋の重さは温度センサーの密着を確実にずるため 
30 Og む上(調理物の重さを含む)にしてください。 

とくに片手鍋などは、不安定になりやすいのでを意 
してください。 

■弱义のとさは炎が見えにくい場合があります。 

消し忘れにミ主意して < ださい。 

■調理中に鍋をのせかえるとさは、一旦义を消してか 
5のせかえてください。 

乂を消さずに作業をすると、 やけどの原因になりまず。 
また、鍋をのせかえたりコン□か日鍋を外されてい 
る時間び長く続くと、弱火になったり、自動消乂し 

たり、 温度センサーび正し<はたらかない場合があ 
りまず。 

■コン□を弱义で使用している場合は、機器下のキャ 
ビネットとび5や、グリルとびらをゆっくり開閉し 
て < ださい。 

キャビネットとび日や、グ I 」ルとび日の開閉により 

発生した風で、 コン□の义が消える場合がありまず。 

■強义で長時間使用ずると、まれに鍋とごとくがくっ 
つ< ことがありまず。 

鍋を動かすとさはミ主意してください。 

■煮こぼれしたときは、その都度お手入れを行ってく 
ださい。 

機器の内部に煮汁び浸入すると、 故障の原因になり 
まず。 また、バーナーに煮こぼれびかかったまま放 
置すると、炎口びつまり機器内部で燃えることにより、 

機器焼損の原因になります。 
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^ Q 


レンジフード 


グリスフイルター 


ミ8 




金属ソがの 
不燃材料 

口 mm し化） 


bcraU^Lh 

の） 


周囲の防义措置(機器の設置)について 


■機器の設置-移転および付帯工事は、お買い上げの販売店または、ちよりのガス事業者に依頼しを全な位置に 
正しく設置してください。 


防义上の離隔距離 


◎機器を設置する周囲の壁などび、防火上安全な 
場所かまたは、防乂上有効な間隔を確保するこ 
とびでさる場所に設置してください。 


〇 周囲の障喜物、可燃物との離隔距離が確保さ 
れていることを確認する 

おず守る離隔距離びかないと、 义災の原因になります。 


※機器の周囲の可燃物(可燃材料、難燃材料または、準不燃材による仕上げをした建物の部分ち含む）とは、下 
表に基づさ下図の離隔距離を確保してください。 


機器の周囲び可燃物の場合 


レンジフードおよび不燃材の場合 



(コン ロ 



） 内は、周囲の壁び不燃材料で有効に仕上げた部分ちしくは、 
防熱板を取り付けたとさの寸法です。 

《 ] レンジフードファンじ(外の場合は 80cm じ(上。 

《2不燃材料びない場合は 80cm しソ上。 

A 寸法 

巨 0cm 幅タイプ：1已 cmL ソ上 
7已 cm 幅タイプ： 7.已巳 m じ(上 


日 Ocm 幅タイプ 


7已 cm 幅タイプ 




防火性能評定シール（トッププレートに貼付） 


©離隔距離がとれない場合や、仕上げの構造がわか5ない場合は、必ず防熱板による防火措置を巧ってください。 

因 


〇 

おず守る 


防熱板（別売品）は、必ず指定のものを使用ずる 

防熱板に同こんされている「取付説明書」に従って 
正しく取り付ける。 

防熱板を取り付けないと、 义災①原因になります。 


-防熱板は日 Ocm 幅タイプは4種類、 75cm 
幅タイプは已種類用意しています。 

-用途に適した防熱板を選んでいたださ、 
正しく取り付けてください。 

※取り付けち法は別売の防熱板に同こんさ 
れている r 取付説明書」をご覧ください。 


防熱板のお求めは、お買い上げの販売店または、もよりの轉社(別紙サービス網一覧表)にお問い合わせください。 



コード番号 

高さ （ mm ) 

幅 ( mm ) 

備ち 

① 

DP 0128 

590 

已3己 

共巧 

② 

LP 0130 

590 

600 

目日 cm 幅タイプ巧 

LP 0131 

750 

7己 cm 幅タイプ巧 

③ 

DP 0129 

己已〇 

900 

共巧 

④ 

LP 01 17 

己巳0 

150 

7己 cm 幅タイプ巧 

⑤ 

DP 0101 

90 

600 

日日 cm 幅タイプ巧 

DP 0104 

7已〇 

7已 cm 幅タイプ用 










































































































































コン□を使う準備 


C 鍋の選びかた ） 


鍋などの種類 

煮ちの 
な ど 

炒めもの 
揚げちのなど 

(※已 ] 

1 油の量: 200 mU ■山 

ミ届調機育 

b 

揚げちの 

防國 

f 油の量：日 OOmL 飞 

1 〜1000 mU 

湯わかし 

防國 

f 水の量： 500mL ^ 

1 〜 2 C }00 mU 

巧飯 

巧國 

ド’はん：1〜始飞 

1 おかゆ： 0.日〜1含； 

アル S 製の鍋-文化鍋 

〇 

〇 

〇 

〇の 

〇 

深めのちの 

ホ . 巧ち出し. _ . 

ステンレス偃手)の n y'a 

〇 

〇 

〇 

〇※ 2 

〇《4 

深めのをの 

ステンレス 

(薄手：鍋底厚み 2 mm 未満)の鍋 ^ 

〇※ 3 

X 

X 

〇※己 

〇※ 3 

深めのちの 

無水鍋-を層鍋 
(ステンレス厚手鍋） 

〇※ 1 

〇 

X 

〇※ 2 

X 

鉄製の絹' / — ■» \ ^ 

鬻パン9 

〇 

〇 

〇※曰 

X 

X 

圧力鍋. 

耐熱ガラス容器 v y 1 — 。ぶ J 

〇※ 1 

X 

X 

X 

X 

やかん 1^ 

— 

— 

— 

〇※ 2 

— 


〇 :適しています 。X :適していません。（温度を正しく検知しない場合びあります。） 

:途中消乂したり、焦げつく場合びあります。 

左ちコン□は、センサー解除モード （1 8ページ）にすると途中消火せず使用でさます。 

(焦げつさ自動消火機能びはた b かないため、焦げつさびさつ<なりますのでミ主意して<ださい。） 
《2 :必ずふたをしてください。 

《3 :焦げつさびさつくなります。 

《4 :ホー□一鍋の場合、焦げつく場合びあります。 

※已：揚げちのの場合の油の量を示します。 

※己：中華鍋は底の平日な中華鍋を使用してください。 


お願い 

中華鍋を使ラとさは、 

-鍋底と温度センサーび密着していることを確かめてか日使用してください。 
•中華鍋の種類によっては、鍋び安定せず、温度センサーび正しくはたらさません。 
-必ず取っ手を持って調理してください。 
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ガス栓を全開にずる 


@ごとく中央に鍋やフライパン 
などを置く 

-点乂前に温度センサーび鍋底に密着している 
ことを S 隹認してください。 





© 



電源ボタンを巧ず 

-『ピッ』と音びするまで巧す。 
(約 0.3 秒） 


電源 

切/入 



綱輸〇 レ 

ゾ 〇長押し 




※コン□微調節については、] 8ページを参照してください。 


〔□ック機能） ルさなお子さまのいたず 5 や誤作動を防止するために、操作を□ックずることができまず。 


◊電源び入っている状態で使用して 
いないときに、□ック機能ボタンを 
3 秒む上巧ず ことで□ックの設定/ 
解除びでさます。 




※ロックが態で電源を切っても（オートパワーオフしてを）、ロックは解除されません。 







































コン□の使いかた 




コン□操作部(シート）」 


のタイマーを 

■ 0 

〇 〇 

在ち 



丄 

タイ7- 



十 

設定 



左コン □ 
0200 

0180 〇自動消乂 
0160 05巧保温 

をコン □ 

〇おかゆ 
〇ごはん 

ちコン □ 
0200 

0180 〇自動消乂 
0160 〇日分保温 

揚げ 

ちの 

湯わ 
かし 

巧級 

揚げ 

ちの 

湯ね 

かし 

〇 

む卜臟 


〇 

む卜隱 
(3 M し) 1 


センサー解除キー 


調理をするときのお願い 


逆ま意 


〇 

必ず守る 


みそ汁やカレー、5—トソースなど、とろみのある料理を煮たり温めた 
りするときは、义力を弱めにして、よくかさ混ぜる 

強火で急に温めると、鍋底に沈んだみそやルーなどび突沸現象により、 

突然噴さ上びり、鍋びはねあびって やけどをする原因になります。 

(とくにだし入り豆みそ陆みそなど)のときはを意してください。） 

※突沸現象については、10ページを参照してください。 

◊炒めもの(野菜炒めなど)、焼きもの（目玉焼き、ハンバーグなど） 

をする場合は、1分程度予熱する。 

•予熱時間び長すざたり短すざたりすると、安全機能びはたらき、謁火 
になったり消火する場合びあります。 

◊きんぴ！5ごぼう•インスタント焼きそばなどは、左ちコン□のセンサー解除モードで調理する。 

-水分び蒸発しても加熱を続ける料理の場合、崩ブ'つき自動消义機能びはたらさ、消义することびあります。 

◊揚げちのは左ちコン□①揚げち①モードで調理する。 

-揚げものモードを使わずに多めの油を加熱すると、機器び煮もの調理と判断し、低い温度で 
自動消火することびあります。 


V 予熱ずる ^ 

ShM が 
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O 点义 


•00 0 0 0 ,, •0 0 0 ,— 〇 « 



点义のげ態 


@义力調節 


000 参〇 



©消义 

，〇〇〇〇〇" 

のな〇 


消义の状態 



点火樓約3日分毎にブザー音 
『ピピピッ』で使巧中である 
ことをお知5せします。 


12日分間連続使用すると、消し忘れ消 
火機能びはた5き自動消火します。 

コン□消し忘れ消火機能の設定時間を変 
要することびできます。（己4ぺージ） 

自動消乂した場含は、おず点火/消乂ボ 
タンを「消火の状態」に戻してください。 


点乂後、义力を微調節したいときは 


◊点乂後（コン□点火/消火ボタンの上にある） 
コン□微調節ボタンを巧し、义力調節すると、 
火力をさ日にこまかく調節することびできます。 
※すべてのコン□び乂力微調節状態になります。 

◊コン□微調節ボタンを再度巧すか、すべての 
バーナーを消火すると、乂力微調節状態は解 
除されます。 



中間火力状態のとをは、2ケ巧 
のランプび点打しまず。 


コン □ 

通常 

微調節 

左•ち 

已段階 

37段階 

後 

3段階 

1目段階 


直义料理(あぶりもの)、いりもの料理、妙、めものをしたいときは (左も〕ン□のみ) 


◊直乂料理(あぶりらの)や、いりらの料理、 I 炒めらのをしたいときは、センサー解除モードに 
して < ださい。 


センサー解除モードとは 

ずべての安全機能が解除されるねけではありません。 

温度センサーや鍋などの異常過熱を防止するために温度センサーの温度び上びりすざると、自動的に 
火力を調節したり、ガスを止め消乂したりすることびありますび、機器の故障ではありません。 

-安全機能(焦げつさ自動消乂機能-天ぷら油過熱防止機能： 4已ページ)を一時的に作動させない(解除 


する）モードです。 

直乂料理(あぶりちの）や、いりちの料理、妙めちの(鍋をひんぱんに上げる料理）をする場合などに、 
センサー解除モードをお使いください。 


-点乂後、 


t 州-腿 
(3»巧し1 


を3秒じ(上巧してください。（左ちコン□のみ) 


(点火前にち設定できます。） 



ピピピ 


’グ 


※消火するか、再度をを巧すと、センサー解除び取り消されます。 


※センサー解除モードに設定して、点火操作をしない場合、約3分経過すると自動的に 
センサー解除び取り消されます。取り消される前に点乂操作を行ってください。 


最長 60 分間連続使田ずると、を全機能により自動消义しまず。 

※コン□消し忘れミ肖火機能の設定時間(已4ページ)により、連続使用可能時間は異な D ます。 


A センサー解除モードを使用するとさは、揚げちのなどの調理はしない 

赵 センサー解除モードでは、天ぷら油過熱防止機能の消火温度び高くなっていますので、 
胃調理油び過熱され、 発义し、义災の原因になります。 












































タイマーモード 



コン□操作部(シート) 


0タイマー 

■ 

後： 
〇 1 

〇 〇 1 

左ち 1 

左コン □ 
0200 

0180 〇 自動ミ肖乂 
0160 〇 己お保温 

を〕ン。 

〇 おかゆ 
〇 ごはん 

ちコン □ 
0200 

0180 〇 自動消乂 
0160 05 分保’温 

— 

+ 

タイマ-: 

srb ウ 1 
巧疋 1 

揚げ 

ちの 

湯わ 
かし 

巧飯 

揚げ 

もの 

湯わ 
かし 


>- - —■< 

•- - ， 

〇 

たンサ 
。秒巧し） 


〇 

む卜臟 
。麵し） 
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〇点义 


Q コン□を 
選がする 


0 0 00 0 



を押す毎に切り替わります。 


※全てのコン□を使巧している場合 
で説明しています。 


〇 〇°. ^ 〇'〇 〇 


化 


mm 


※設定できるコン□は]ヶ所です。 

《 PR •に]を巧すか、約] 0秒たつ 
と、タイマー表示び点灯に変わり、 
コン□びま定されます。 

※乂のついていないコン□と、炊飯- 
湯わかしモード中のコン□は還 
択でさません。 


タイマーモードの取り消し 


タイマー作動中に 


タイ 7- 

5ni ウ 

S な疋 


を巧すと、タイマー表お 


とランプび消え、タイマーモードび取り消されます。 


了)タィマ- 


〇 〇 

在ち 


曰田 [ 


タイ— マー 



※タイマーモードを取り消してち消义しません。 


© タイマー設定 


〇タイマー を 

〇 


m 



1〜日9分 
。 (1 分刻み） 

&ち 巧し続けると、 

10分刻みで変 
わりまず。 


タイ7- 

sn 口 
己2ち 


ぞ'グ 

タイマーび作動中でち、タイマーの 
変更は可能です。 


ぉ了 30砂前 

ノ 〇タイ7-を 

く閣。 


• 〇 

左ち 


T+ia 


〜ピピピック 

秒表示になります。 


自動消义(タイマー終了） 


>のタイマー 


tjtj 


_ 〇 

をち 


■1-1+1 脚 


ダブ 


ブサー音『ピー』とタイマー表 7 J \ と 


ランプの点滅でお巧らせしたあと、 
消灯します。 


〇点义/消义ボタンを 
r 消义のが態 J に戻す 


•00 0 0 0 ,, ,00 0 0 0 ,, 



な 


消义の状態 


■ 
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揚げものモード 



適した鍋 


直径：18〜24 cm 
種類：天ぷ5鍋 

底の平 S な中華鍋 
鉄 や アル S 製の鍋 


適した油の量 


已〇〇〜1000 mL 


ごとく中央に鍋などを置く 



〇タイマー 後 

〇 




丄 

タイ7— 



十 

= n * や 
5 S 疋 



ち！!ンロ 
0200 

0180 〇自動消乂 
0160 05分保温 

睦 

ブ 

の 

湯ね 

かし 

〇 

た州-辑贷 
。抄巧し） 


をコン □ 

〇おかゆ 
〇ごはん 


巧餓 


ちコン □ 
0200 

0180 〇自動消乂 
0160 05分保温 


揚げ 

け •を 


亩 


湯ね 

かし 


〇 


t ンサ-瞧 
口抄巧し) 


揚げもののコツ 


焼をものにも便利 


◊油の飛び散りやすい材料は下ごしらえをする。 

(水分や空気は、加熱されると膨脹して破裂するため。） 


ドーナツ 

-生地には、必ず 
ベーキングパウ 
ダーや砂糖 
を入れる。 ◎ 


イカ 

-皮をむさ、両面に 


切り目を 



ししとラ 

冲び空洞の固票など) 

-切り目を入れる。 



エビ ラず！5(ゆで卵など）魚介類や野菜など 

-尾は先を切る。 . 串などで刺す。 . 水分をふさ取る。 


讀卢がが 


◊八ン バーグ やギヨ ーヴ、 
ホットケーキなど焦げ 
つさやすい焼さわのわ、 
揚げわのモードの温度 
調節を使えば簡単。 
ほどよい焦げ色に焼さ 
あげます。 


◊複数の揚げちのをするとさは、低温設定のちのから調理する。 

(温度を下げるのに時間びかかるため。） 

◊一度に揚げる量は、油の表面積の半分程度にする。 


21 


































































温度設定し、 

〈着义をすぐ> 


曾 


0 0 01 0 


iS ) 


II 

\ヒ。‘7 


調理する 


設定温度 
なると 
『ピピピッ』 
でお知らせ! 


©消义 


•0 0 0,0" ，〇〇〇〇〇" 


激 




0点义 


•00 0 0 0 ‘ 


な 




点义の状態 


ダ y L 

w 


調理を始めて 
ください 


消义のげ態 


揚げ 

をの 


を巧す毎に切り替わります。 


0200 

•180 

0160 

〇 

•200 

•180 

0160 

皆 

•200 

0180 

0160 


0200 

0180 

•160 

今 

0200 

•180 

•160 

〇 

0200 

0180 

0160 


国 


点乂する刖にも設定でさます。 

自動的に強火と弱火を繰り返し、設定した温度を保ちます。 

弱火から強火に切り替わる一瞬、炎び大さくなりますのでミ主意してください。 
途中で設定温度を変更する場合は、 


揚げ 

をの 


を押してお好みの温度に合わせてください。 


※温度設定を解除してち消火しません。 


温度設定のめやず 


1 巨〇で 



IRTilH nJlilH 


j j ■丰 作り’ 三 □ち 

1 1 ちま食品お□瓦なな' との 天 掘 




芭巧のからあげんかづ 


ドーナツ-フリッター 



がお狂み克妾 


ホツトケーキ I 
オムレツ I 
A ンバーグ I 


ご注意 

◊油の温度は天ぷら用鉄製鍋を基準に設 
定しています。鍋の種類-材質 -大き 
さや厚み、油量などにより、設定温度 
と異なったり温度変化び大さくなるこ 
とびあります。 

◊油の温度び高い状態で温度設定したり 
途中で油を足すと、設定温度と油の温 
度びずれることびあります。 

◊言^品度になっても調理物を入れないと、 
設定温度より調理油の温度び上昇する 
ことびあります。 

◊焼さちのの焦げの程度はフライパンの 
大きさ、材質、調理内容によって異な 
ります。 




〇 〇 〇 
0 . 8-6 
211 

〇 • 〇 

































































湯わかしモード 



適した鍋 


種類：やかん 

底の平5な鍋 


ごとく中央にやかんを置く 




〇包 



コン□操作部(シート) 


〇タイマー を 

〇 

〇 〇 

左ち 



丄 

タイ7— 

十 

設定 


ちコン □ 
0200 

0180 〇自動消'乂 
0160 05 分保温 

をコン □ 

〇おかゆ 
〇ごはん 

ちコン □ 
0200 

0180 〇自動消乂 
0160 05 おお温 

揚げ 

もの 

說 

巧敵 

揚げ 

ちの 

湯ね 

かし 


〇 


-m 

巧し) 


〇 


亩 


-臟 

田し) 


お願い 

◊火力はやかんや鍋の径に応じて炎びあみれない程度に調節してください。 

ただし、火力を謁火で使用しますとみっとラする前に保温になったり、消火した 
りします。また、お湯から湯わかしモードを使用した場合は、ふっとうしてから 
消火や弱火になるまで時間を要する場合や、ふっとラする前に消火する場合びあ 
ります。 

※やかんや鍋の材質、水量、形状などにより消火や弱火になるタイ S ングび異なる 
場合びあります。 

◊水量びをすざるとみさこぼれる場合びありますので、やけどなどにごミ主意ください。 

—温度センサーび正しくはたらくために巧のことを守ってください一 

◊やかんや鍋のみたの開閉はしない 
◊やかんや鍋を動かさない 
◊水をかさ混ぜない 
◊途中で水を入れたり具を入れない 
◊途中で火力を変えない 


適した水量 


m 

〇 

〇 

〇 

2 

〇 

〇 

5 


をに 
大量〇 
の水い 
鍋たさ 
やじだ 
ん応< 
かにて 
やさし 
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炊飯モード 


下準備 


〇お米を正確にはかる 


•計量カップやはかりで、炊飯したいお米の量を 例) 180 ml の計量カップ 



•たっぷりの水でさっとかき混ぜ、水を素早く捨てる。 

-一度目のとざ水はすぐに流す。 

※めかを含んだ最初のとざ水を、乾いたお米び吸わないようにしてください。 

-「とぐ一洗い流す」を素早く数回繰り返し洗う。 

※といだあとのお米は、よく水を切ってください。 

※といだあと、すぐに炊飯をするとごはんびかためになります。 

※お米をとざ足りない場合は、においや着色および、ふさこぼれの原因になり、炊飯びラまくでさ 
ない場合びあります。 


© お米に水を含ませる 


お米と水の量のめやす 


-ごはんのかたさを調節するとさは、 7 j < 量で調節する。 

※増減する水量のめやすは、±] 0%程度にしてください。 


[ごはん] 


お米の量 

水の量 

1.0 合 （1 巳〇吕 ）（180 mL ) 

約300 mL 

1 .已合 （22 巳 g )(270 mL ) 

約400 mL 

2.0 合 (300 g )(360 mL ) 

約巳00 mL 

2 .已合 （37 巳旨） （4 巳 OmL ) 

約600 mL 

3.0 合 (4 巳 Og ) (巳 40 mL ) 

約700 mL 

3 .已合（巳2巳 g ) (巨 30 mL ) 

約800 mL 

4.0 合(巨00旨) （720 mL ) 

約900 mL 

4 .已合（巨7巳吕 ）（8] OmL ) 

約] 000 mL 

已 .0 合 （7 巳 0 g )(900 mL ) 

約]] 00 mL 


陆かゆ] 


お米の量 

水の量 

0 .已合 （7 巳吕 ）（90 mL ) 

約700 mL 

1.0 合 （1 巳0旨） （180 mL ) 

約] 000 mL 


※炊さこみごはんの場合は、ごはんに比べ約1割増の水 
の量(調味料、だしを含む）とし、具はお米の上にのせ 
て炊いてください。 

※炊さ上びりはお米の種類や質、鍋の種類や水温などに 
よって異なりますので、お好みに応じて工夫してお使 
いください。 


※おかゆはセ:分びゆ程度の炊さあびりです。 


お米を水に這す時間 


•洗米したあと必ず30分 1U 上、水に浸す。（冬場は1時間程度） 

《ごはんにおび残るので、お湯を使わないでください。 

※一度水に浸したお米は砕けやすくなり、砕け米び混じることびあります。 

砕け米-粉米などび混ざった状態で炊飯すると、炊さムラや焦げの原因になります。 
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無洗米をホタくときのコツ 


. 1〜2回すすぐ。 

※にごったまま炊飯すると、でんぷん質び巧殿し、上手に炊けない原因になります。 

-十分に水に浸す。 

-水の量を3%程度をくする。または、無洗米専用の計量カツプを使う。 

-よく混ぜて気泡をとばす。 

※水を加えただけでは、表面に気泡びでさ、水び吸収されず上手に炊けない原因になります。 


〇 鍋をセツトする 


-水に浸した状態のお米び入っている鍋を、正しくごとくに置く, 

※温度センサーの上面や、鍋底に異物び 
ないことを確認し、鍋底の中むび温度 
センサーに密着するよラに正しくセツ 
卜してくださし、。 



鍋底と温度センサーが 
密着するよラに 


炊飯モードに適した鍋 


-おいしく炊くために、炊飯に適した鍋を選ぶ。 


炊飯専用鍋ち別売しています。（已7ページ） 

※別売の炊飯専用鍋のおまめは、お買い上げの販売店または、わよりの弊社にお問い合わせください。 



《市販の炊飯鍋などでち炊くことびでさます。 

ふたに霖気巧びあるもの 

ふたが重<、鍋本体に 
落とし&むよ 5 なおげ 

ふたと鍋にずさ間のないちの 

鍋の縁び高いちの 

鍋は深いもの 

鍋底が平6なちの 


鍋径：1 8 cmU 上 



※みたに蒸気穴びない場合や、鍋の材質- 
形状によっては焦げつきや、ふきこぼれ 
など、ラまく炊けない場合びあります。 
このよラな場合は、別売の炊飯専用鍋を 
使用してください。 


炊飯モードに適した鍋 

炊飯モード 

ド'はん：1~已合 

L おかゆ： 0.已一1合 J 

炊飯觀鋼刷売） 

〇 

アル5製の鍋-文化鍋 

〇 

深めのをの 

ホ ー □ — . 巧ち出し. 

ステンレス(厚手)の鍋 

〇※] 
深めのをの 

ステンレス 

燒手：鍋底厚み 2 mm 未満)の絹 1 r 

〇※ 2 
深めのちの 

無水銅-多層銅 
(ステンレス厚手鍋） 

X 

±麵' 圧力麵' イ^、 

醒ガラス離 viy 1 しが 

X 


〇 :適しています。 

X :適していません。施度を正しく検がしない場合びあります。) 
《1:ホー□一鍋の場合、焦げつく場合びあります。 

※乙：焦げつさびさつくなります。 
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炊飯モード 

ごとく中央に鍋を置く 


寺:^»、ぶ 



コン□操作部(シート) 


のタイマー 

■ 

後 

〇 

〇 〇 

だち 

ちコン □ 
0200 

0180 〇自動消乂 
0160 〇日分保温 

をコン □ 

〇おかゆ 
〇ごはん 

ちコン □ 
0200 

0180 〇自 11 消乂 
0160 05 お保温 

— 

+ 

タイ7— 

の单 

巧疋 

揚げ 

ちの 

湯ね 

かし 

巧 

飯 

揚げ 

ちの 

湯ね 

かし 


〇 

m-m 

。抄押し） 

〇 

t ンサ-靈 
。抄押し） 


0 


ごま意 

◊炊飯途中で、水をたしたり、鍋のみたを開けたりしないで 
ください。また、炊飯の途中で炊飯モードを切り替えたり、 
他のキーやボタンを押さないでください。ラま<炊けない 
場合びあります。 

ごはんの場合は、消火後むらし（約] 0分)を必要とします。 
むらしをしないとラまく炊さあびりません。 

◊機器を囲う油ガードなどを設置すると排気の流れび変わる 
ため、燃焼不良となり、炊さムラなどの原因になります。 
炊飯時は油ガードなどを取り除いてください。 
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0 点义 


•0 0 0 ‘ 


00 


な 


風 


ダ’グ 


@1巧飯設定 

〈着乂後すぐ〉 

り就 1 I 〇おかゆ ノ 

ごはん 


巧紙 


を押す毎に切り誓わります。 


〇おかゆ 
♦ごはん 


•おかゆ 
〇ごはん 

〇 

〇おかゆ 
〇ごはん 


点义の状態 



国 


V ! 


炊飯中は自動的に火力を切0誓えます。 
弱火か5中火に切0誓わる一瞬、炎び大を 
くなりますのでミち意してください。 

点火する前にわ設定でをます。 

炊飯モードを解除しても消火しません。 


おかゆの場合 


按了 2分前 


点滅''') 


•おかゆ 
〇ごはん 


解 

•三 〇" 





炊飯 





おかゆについて 


◊おかゆモードはお米か!5おかゆをつくる機能です。 

ごはんからおかゆをつくる場合は下記を参考にして 
<ださい。 

◊巧付けは、おかゆび炊さあびり、自動消火してからし 
て < ださい。 


ごはんか5おかゆの炊きかた 


◊2 人分(茶わん約2杯分： 300 g ) の例 

① 冷やごはんはヴルに入れ、流水でサツと洗ってほぐす。 

(めめりをとります。） 

② 鍋に水 (4 カツプ厳とごはんを入れ強火で炊く。 

③ 煮立った日アクを取り、弱乂で1□〜1已分炊く。 

④ 消乂し、好みに応じて塩をか々加え、数回かさミ居ぜてでさ 
あびり。 




巧飯時巧のめやす 

ごはん：約20分 
おかゆ：約4已分 



自動消义 


ごはんむ！5し：約10分 

※む日しび終わるまで、ふた 
を開けないで < ださい。 



〇おかゆ 
〇ごはん 



巧敵 





\ビブ 


ブヴー音『ピー』と設定フンプおよ 
び、火力表示ランプび消打します。 

© 点义/消义ボタンを 
r 消义のが態 J に戻す 


0 0 0 ‘ 



な 


消义の状態 


※む日し後、ごはんをほぐしなび日底 
か日よくかきミ居ぜてください。 

を分な水分び逃げ、ごはんびおいし 
くなります。 






























































グリルを使う準備 



〇 ガス检を全開にずる 


な乂 /消乂キー）@調理物を入れて、 

1 グリルとび5を閉める 



電源ボタンを巧ず 

-『ピッ』と音びするまで巧す。 
(約 0.3 秒） 


グリル受け皿には 
水を入れない 


ifUMB- 

皿には 


剔し 


□ック機能ボタン） 


(1 日ページ） 


盛ミち意 


〇 グリルを点义するときは、がずグリルとび日を 
閉める 

ぶず守る炎や熱で、 やけどのおそれびあります。 


〔 初めてグリルを使ラとき ） 


◊初めてグ U ルを使うときは、グ U ル庫内の油を焼さきるために、グ U ル焼網を取り出し約呂分空焼 
きしてください。（煙やにおいび出ることびありますび、問題ありません。） 

※空焼さしているとさに、グ U ル過熱防止センサーび作動し、自動的に火力を弱めたり、消火する 
場合びあります。（タイマー表示部「02」点滅表示） 

消火した場合は、しばらく（約3分)待ってから再度点火してください。 
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食材の準備 


魚の下ごし5え 

■冷凍の魚は、しっかりと解凍する。 

※しっかりと解凍していないと時間びかかり、安全機 
能びはた日くことびあります。 

•冷蔵の魚は、常温でしば日くおく。 

•生魚は、水洗いしたあと、水気をよくふき取る。 

-みそ漬けや、かす漬けの魚は 
みそやかすをよくふさ取る。 



魚むがの下ごし5え 

■なすや、ししとラなどの野菜は、表面 
に切り目を入れる。 

•鶏肉など、脂の多いき材は、フォーク 
などで皮に巧を剧ブ、皮を上にして焼く。 



塩焼さの下ごし5え 

鮮度や材料にあった塩加減(魚の重量の2%程度） 
が必要です。 

塩をつけると、身がしまって身崩れしにくくなり 
ます。身の厚いところには厚く、薄いところには 
薄くつけまず。 

-さばやいわしなど脂肪分の多い 
背の青い魚は、多めに塩をして、 

おさ時間は長めにする。 

-白身魚は、かなめに塩をして、おさ時間は短め 
にする。 




川魚やいか、えび、貝などは、焼く直前に塩を 
する。 


姿焼さなどの場合 

-尾やヒレはと<に焦げやすいので、多めに塩をつけて<ださい。 
また、アルミはくで包んでおくと、焦げかたび薄くなります。 


アル5はく 



魚を焼くときは 


グ U ル焼網にサラダ油などを塗ると、こびり付きなどびかなくなります。 

魚は身の厚い部分や、頭を奥にして置いてください。 

魚を1尾だけ焼く場合は、左ちどち日か端に置いてください。 

魚を3尾 L ソ上焼く場合は、まん中を避け、左ちどちらかに寄せて置いてください。 
ししゃちなどのルさな魚は、尾び焦げやすいのでグ U ル焼網の手前側に置いてください。 



3尾の場合 



まん中を避けて 
左ちどちらかに 
寄せて置く 

み 

手前側 


ルさな魚の場合 



み 

手前側 



魚を取るときのコツ 


はしをグ U ル焼網と平行に入れると、グ U ル焼網に 
付着した魚びはびしやす < なります。 




A ミ主意 


0 

[m ± 

調理物を取るときなどは、グリル部周辺に触れない 

とくにグ U ルとびらなどび熱くなっており、 やけどの原因になります。 

ノ 
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グリルの使いかた：マニュアルグリル 




グリル操作部(シート) 


すート 

，烧き 

メニユ- 

加減 


日田 


食© 



苗化 
言口 


〇 鶏肉などの脂のをい食材を調 S するとをは、上下の义力を 『弱』 にして焼く 
よラにする 

グリル受け皿にたまった脂に引义し、义災①おそれがありまず。 


盛ミち意 


〇 焼をすぎにを意する 

魚に义がつさ义災の原因になりまず。 グ U ル庫内で魚などび燃えたり、たまった 
脂に引乂した場合は、すぐに点火/消乂キーを巧して消火してください。 
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◊形くずれを防止するには 

- 2分程度予熱し、グ U ル焼網にサラダ油を塗ってください。 

•予熱後一旦消火し、魚をグ U ル焼網にのせて再度点火し、火力を調節してタイマーを 
設定してください。 


詳しくは付属のクッキングブックをご覧ください。 


め準め 
強標弱 

〇 〇 〇 

焼身物 
姿の干 

〇 〇 〇 


































〇点义 


ヴリル 
0妨— 

0 弱！! 強 




© 义力調節 


0 弱 卿 強 

0 弱 M 強 



乂力 

のな 


© タイマー設定 

のタイ 7- 

国 1 


ダ y 


% 


1〜18分 
(1 分刻み) 

ダ-グ 


グリルび点义後、タイマー 
びスタート しまず。 


グリル庫内温度 

タイ7— 

局し''場口 

巨分 

低い場合 

9分 


グリル燃焼ランプ 


义力 

の督 


を押す毎に切り替わります。 




獨轉強 


0弱 卿 強 


皇 / N 

1〜1 

0 弱！! 強 

〇 

1〜1 

•弱の 強 

1 


V 

• 

終了 30砂前 


•弱の 強 

1到 

ク 

•弱の 強 

1到 

•弱の 強 

0 弱!! 強 




タイマーび作動中でち、タイマー 
の変更は可能です。 

(連続使用可能時間は18分です。 


< 


〇タイマー\ピピピッ / 

囲 


[- 1+1 

秒表示になります。 


途中で消乂したい場合 


グ U ル操作部の 


を押す。 


ヴリル 

oiiross 


消灯 

〇タイマー 


S®y 



ダブ 



I 曰田 


自動消义(タイマー終了) 


グリル燃焼ランプ 


) のタイマー 


tJIJ 


卜1+1 


ダブ 


グ U ル燃焼ランプび消灯し、ブ 
ヴー音『ピー』とタイマー表示部 
点滅でお知らせしたあと、タイ 
マー表示部び消灯します。 


グリルタイマーについて 


◊グリルび点火すると、自動のにグリルタイマーがスタートします。 

-グ U ル庫内の温度に応じて、タイマー設定己〜9分を自動的に設定します。 

※タイマー表示は切り上げ表示になっていますので、初期設定時間びすぐに変わる場合びあります。 


ごま意 

•連続焼さなどでグ U ル庫内び高温になると、安全のため自動的に火力を弱めたり、消乂します。 

グ U ル過熱防止センサーびはたらさ、消火した場合(タイマー表示部「02」点滅表示)は、しば日く（約3分） 
待ってか日再度点乂してください。 

• 脂の多い魚を焼いているとさは、煙びをく出る場合びあります。 

• グ U ル操作部のタイマーは、グ U ル専巧タイマーのためコン□には使用でさません。 

-干物や脂分のをい魚（にしん-塩さばなど）は発乂しやすいので、焼さすざにミち意してください。（調理中 
はグ U ル庫内の状態に十分を意してください。）また、ル魚の干物(めざし-ラるめなど)の焼さ時間のめ 
やすは2〜3分です。（グ U ル庫内の温度び高い場合は1分程度。）焼さすざにミ主意してください。 

焼さすざた場合、魚やたまった脂び燃えて、 义災のおそれや機器焼損の原因になりまず。 















































































才ートグリルモード 



グリル操作部(シート） 


グリル 


〇姿焼〇強め 
〇切身〇標準 
〇干物〇弱め 


0弱の強 

0弱の強 


〇タイマー 



才ー ト 

的 


圃> 鄭國曰 田 


60 



座ミま意 


0 - 魚などの焼きかたび浅い場合や、焼き足したし1場合はマニュアルグリル (31 ぺージ)で焼く 
その場合、設定時間を短くして焼さすざにを意してください。 

0ず35 焼きすざた場合、調理物の脂び燃えて、 义災のおそれや機器焼損の原因になります。 

•みりん干し•めざし-市販のみりんづけ-ラるめいわしの丸干し-身欠きにしんは、 
マニュアルグリルで焼き、オートグリルモードを使用しない 
発义のおそれがありまず。 


お願い 

◊機器び正しい調理時間を予測するため、下記のことをお守りください。 

•オートメニューは魚専巧です。魚じ(外は、マニュアルグ U ルで焼いてください。 

-予熱しないで使用してください。 

-オートグ U ル使用中は、グ U ルとび日を開けないでください。 

-種類や大ささの異なる魚を同時に焼かないでください。 

◊連続して調理するとさなど、グ U ル庫内の温度び高い場合は、オートグ U ルモードを受け付け 
ない場合びあります。 

ミ；^ I 対甲すとブヴー音『ピーピーピー』と、タイマー表示部『パ』でお知日せします。 

しばらく待ってから使用してください。 

※すぐに使用したし觸合は、マニュアルグ I 」ル (31 ぺージ)で使用してください。 

◊調理終了のお知らせ後、すぐに調理物を取り出してください。 

ホ熱で焦げることびあります。 
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0 強め 
•標準 
0 弱め 


0 姿焼 
•切身 
〇干物 


〇姿焼 
〇の身 
〇干物 


IM 1 


た 


グリル燃焼ランプ 

〇ス ~ 


〇タイマー 



IHI+1I 


ダブ 


グ U ル燃焼ランプび消打し、ブ 


ヴー音『ピー』とタイマー表示部 


点滅でお知らせしたあと、タイ 
マーまお部び消灯します。 


■ 


〇メニ ューを 
設定する 


@|星?| を - 



グ妾焼 V 強め 
♦切身♦標準 
〇干物〇弱め 


才ート 

メ. 



焼さ 
1!]□減 


嚷 


ダ y 


A 



〇姿焼 ♦強め 
•切身 〇標準 
〇干物〇弱め 


を押す毎に切り誓わります。 



を押す毎に切り督わります。 


@点义 



グリル燃焼ランプ 


幽 b 田 

ず‘グ 


点火すると機器び調理時間を予測し、 
時間(分)び表示されるまで、グリル 
タイ7—表示のドットび点滅します。 
※自動機能のためグ U ルタイマー 
時間の変更はできません。 



[ 族了 30 砂前 ] 

:< 

の》ィマ-がピピ'グ 

阻 

W 

I - I+I 

^秒表示になります。^ 


才ート 
メニ]- 


オートクリルモードの取り消し 

グ U ル操作部の @ を押し、消火する。 

取り消し後に再び調理する場合は、マニュアルグ I 」ル (3 1ぺージ)で行つてください。 


IJtJ 


自動消义(タイマー終了) 


め華め 
強標弱 

〇 〇 ♦ 


与 


め準め 
強標弱 

♦ 〇 〇 


皆 


焼身物 

姿の干 

〇 0 ♦ 


0 


焼身物 

姿の干 

参 0 〇 
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才ートグリルモード 


♦魚の種類や大きさなどにより、オートメニューと焼き加減を選んでくださし、。 


オート 
メニユー 

焼さ加減 
弱め 

焼さ加減 
標準 

焼さ加減 
強め 


姿焼 

★さんま 

] 〜已尾 （1 尾 ] 80旨け下） 

★さんま 

]〜己尾（1尾18□が(上） 

★あじ 

] 〜已尾 （1 尾200旨政下） 

綱 

] 尾 （1 尾250旨け下） 

★あじ 

] 〜已尾 （1 尾200邑じ(上） 

綱 

] 尾 （1 尾2已〇邑政上） 


切身 

ぶり照り焼さ 
]〜6切（1切8□旨程度） 

さわらみそ漬け 
]〜6切（1切80旨程度） 

さば切身 

]〜6切（1切80旨程度） 

結切身 

]〜日切（1切80旨程度） 

さば切身 

]〜2切（1切]已0旨程度） 

太刀魚 

]〜6切（1切8□旨程度） 


干物 

ししゃち 
約10尾 

さんま開さ 
]〜2枚（1枚]0□旨程度） 

おじ開さ 

]〜4枚（1枚 70 g 程度） 

干しかれし'' 

]〜2枚（1枚 ] 20旨程度） 

ほっけ開さ 
]〜2枚（1枚1 80 gOT ) 

ほっけ開さ 
]〜2枚（1枚 ] 呂〇邑じ(上） 



★:さんま、あじを已尾焼くと、まん中の魚(裏面)の焼さ加減び浅くなります。 
] 〜4尾で焼くことをおすすめします。 
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魚の置さかた 


ポイント 



端に置 < 均等に置< 


◊頭を奥に 


み 

手前側 



3尾 I ソ上の場合、まん中の 
魚（裏面）の焼さ加減び浅 
<なるため、まん中をあ 
け、左ちどちらかに寄せ 
て置く 


◊尾-ヒレをきれいに焼く ァルミはく 


• 多めに塩をつける 
• アルミはくで包む 



◊乂通りをよくする 

-皮面に切り込みを入れる 



◊みそ漬け-照り焼さをされいに焼く 
-表面のみそ漬けタレを十分にふさ取 
り、焼さ加減を弱めで調理する 




み 雪 

手前側^_ 



◊皮面を上向さに 
身の厚い部分を奥に置ぐ 


ルさい切身は、身の薄い 
部分を外側にして左ちど 
ちらかに置く 


◊頭を奥に 



お願い 

◊厚みのある魚など（切身 2.5 cm . 
姿 4 cm を超えるもの）は中まで火び 
通りにくいので、マニュアルグリル 
(31 ページ)で様テを見なびら焼い 
て < ださい 


◊干物は乾燥しているほど焼けやすく 
なつています 


◊脂のりびよい場合は焦げやすくなり 
ます 



3巨 












































































































レンジフードフアン連動機能の使いかた 


化ずき用のフード連動用リモコンを使用してください。 


000000 WAOOOOE のみ 


-指定じ(がのレンジフードフアンでは連動しません。 

※フード連動用 U モコンび付属されていない機器では、この機能は使えません。 


フード連動用リモコン 



m 


M 


曲* 

度* 


.赤か線発信部 

r® 
々 





甚本操作 





0 0 


ご注意 

◎下記の場合は、動作しないおそれびあるのでミ主意する。 

-赤外線発信部の近<に立ちすざている。 

-前かびみで操作し、手や顔で信号びさえぎられている。 

-機器の横に立って操作している。 

-テレビ-エアコンなどの I 」モコンを同時に操作している。 

-機器の赤外線発信部やレンジフードファン側の赤外線 
受信部び巧れて、通信に脾書び生じている。 

-赤外線の反射しにくい服(黒い服やビ□ー ド、毛糸の服 
など）を着て操作している。 

-レンジフードファンの受光部に太陽光び当たったり、 

受光部と照明び近すざる。 

※連動しにくい場合は、レンジフードフアンのスイッチもしくは、機器のフード連動用 U モコ 
ンで操作する。 



お願い 

-点火/消火はカウンターから約20〜 40 cm 離れ、機器の正 
面に立って操作してください。 

-レンジフードフアンに関する取扱ミ主意および使いかたは、 
レンジフードファンの取扱説明書をよくお読みください。 



機器の正面 
に11つて保 
作ずる。 


約20〜 40 cm 
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♦レンジフードフアン連動機能とは 

-機器の点火および消火操作により、機器か日出される赤外線信号び、機器を操作する人に反射し、 
レンジフードフアン側で受信し、レンジフードフアンを自動的に運転/停止させるちのです。 


手動運馬の場合 


〇 運拓 © 停止 © 風量切替 〇 照明入•切 



-レンジフードフアン 
の種類により、 

• ずぐ停止ずる。 

-約3分後に停止する。 

-割^^に樹巧る。 

場合びあります。 



量び切り替わります。 

-レンジフードフアン 
の（風量）表示ランプ 
を確認してください。 



自動運面の場合 


コン□またはグリルの点义/消'义操作をすることで、自動のにレンジフードフアンび運転します。※イラストは左ちコン□の場合 


①運拓(点义) 


‘〇〇〇〇〇^ .〇〇〇ぃけ 



な 


点灯 

ピピピッ 


感 停止(消义) 


•0 0 0,0" ，〇〇〇〇〇" 



(> 


点义の状態 


消义の状態 


-レンジフードフアンび停止または、割嫩気となります。 


-"標準’’または"中"の風量で動作しまずび詳細に 
ついては、レンジフードファンの取扱説明書を 
参照してください。なお、すでに他のコン□や 
グ U ルを使用している場合は、使用時の風量を 
維持します。 

-必ず点义操作を(約已砂し U 内）にレンジフードファ 
ンび運転していることを確認してください。 

-風量切り替えは手動で行ってください。 


-レンジフードファンは消火操作から約3分をに自動停止ま 
たは、常時換気となります。（レンジフードのタイプにより、 
常時換気のない場合びあります。詳細についてはレンジフ 
ードファンの取扱説明書を参照してください。） 

-消乂操作を行つてち他のコン□やグ U ルなどを使用中の場 
合、レンジフードファンは停止しません。 

※自動消义時(立消え安全装置作動、コン□-グ I 」ルタイマ 
-作動時など）にはレンジフードファンは自動停止しませ 
ん。機器の消义操作またはフード連動用リモコンの"切"キ 
一を巧して < ださい。 


レンジフードファン連動機能を OFF ( ON ) にする場合 

機器のフード連動用 I 」モコン(ち)の操作部でを3秒じ(上同時に巧す。 

レンジフードファン連動機能を OFF にするとレンジフードの照明び点灯時は消灯に、消灯時は点灯に自動で 
切り替わります。 

レンジフードファン連動機能を ON にした場合ち同じです。 

※乾電池を巧いたりしたとを、上記設定び解除になりレンジフードファン連動機能び ON の状態に戻ります。 






















































電池交換 


♦必ず機器び;ちえてか5行ってくださし、。 



广 

5 




電池ケースを元の位置に戻す。 

(カチッと音びするまで r 押」マークを押し込み、 
抜けないことを確認してください。） 


3 


電池ケースを引き巧く。 

※電池ケースは落下防止のため、途中で止まる 
仕様になっています。 

電池ケース上下をはさむように持ち替え、少 
し持ち上げて引き抜いてください。 




V 



5 


左パネル上面(電池ケースふた）を 
元どおりに閉めて、機器の電源び 
入るか確認する。 


今? 


け、ル(電池ヶースふた）を開けにくい場合は、グリル部を引き出した状態で行ってください。 


僅ミち意 


0 


乾電池は充電-分解-加熱したり、义の中に投入しない 

乾電池び破裂し、手や服などをミちすだけでなく、 目などに入ると大変を険です。 


お願い 

◊乾電池び正しく組み込まれていなかったり、乾電池の容量び全くなくなった場合、電池交換サインは点 I 灯しません。 
◊乾電池は必ず2個とち同種類の新品のアルカ U 乾電池を使用してください。 

アルカリ乾電池(単1形： 2個)を使用した場合、乾電池を交換する(電池交換サイン点 I 打)めやすは約]年です。 
◊アルカ I 」乾電池(単1お： 2個）でち使用状況-使用時間-乾電池製造メーカー-種類び異なると交換時期び 
1年 LU 内と短くなります。また、マンガン乾電池を使用した場合ち交換時期び極端に短くなります。 
◊未使用の乾電池でち r 使用推奨期限(月、年)」を過ざている場合は、自然放電により短時間で電池交換サイン 
び点灯する場合びあります。また、付属のアルカ U 乾電池(単1形： 2個）は、工場出荷時期により寿命び短 
くなっている場合びあります。 

◊電池ケースに水や異物び入った場合、ふき取ってきれいにしてください。電池機能不良の原因となります。 
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お手入れくその前に > 


◎お手入れは、『機器びをえていることを確認』 
『ガス柱を閉める』 

『操作ボタンを □ ックする ( 1 日ページ)』 
『手袋をする』 


僅ミち意 


〇 •お手入れは、ガス栓を閉じ、機器がをえてから手袋をはめて行う 

とくにグリル排気□の中側(奥側)、グリル庫内をお手入れするときは、十分ま意する 
0ず 3 a やけどや機器のちなどでけがをずる原因になります。 

-お手入れ後は、機器およびグリル庫内にふきん-紙類などを置き忘れていないか必ず確認ずる 
义災の原因になりまず。 

-パ’ーナーキャップ水洗い後は、よく水気を切る 
水分び残ったまま取り付けると、 点义不良やす完全燃焼になります。 

-パーナーキャップを正しく取り付ける 

正しく取り付けないと、点火しなかったり炎び不巧一になり、 異常燃焼や部品び焼損、変形ずるおそれがありまず。 
-ごとく •パーナーリングカバーは、正しく取り付ける 
正しく取り付けないと、 鍋の転倒によるやけどや、点义不良•不完全燃焼の原因になります。 


◊各部品びいたんでいないか確認してください。 いたんだまま使用されまずと、思わめ事故の原因となります。 

いたんでいる場合は、已己ページの交換部品を参照し、部品を交換してください。詳しくは、お買い上げの販 
売店または、ちよりの弊社(別紙サービス網一覧表）にお問い合わせください。 


お手入れ道具-洗剤について 


〇 


0 

◊ 


スポンジたねし 


やわらかい巧 



やわらかい 

歯ブラシ 


台所用中性な剤 


《トッププレートのみ 


瘦 

ガラストップ用 



クリーナー 

詞 

vl 

LP 0125 A 

如 

基 

(日7ぺージ） 

〇 


クリーム 

クレンザー 


《トッププレート L ソタ'{•には使用しない 
でください。 


貨劍 


ナイ □ ンたねし亀の子たねし 金属たねし スポンジたねし裏面 


X 


ク1/ンけ - 1 羣 

J 巧 

クレンザー ミガキ粉 


硬い齒ブラシ 


酸性洗剤. 


M シンナ 

ベンジン I 


司 


アルコール 


菌みがを粉 


で 

i 


弱酸性洗剤- 
葡アルカリ‘性な剤- 
ク U - ムクレンザー 


重曹 


重曹 


◊キズの原因になるちの 
-部品-ガラス.ホー ■ フッ素コート.ク 
U アコー トや塗装の表面にキズびつ志はびれ- 
欠け■変色•変質-さび-割れの原因になり 
ます。 


◊部品やホー • フッ素コート■ク U アコ 
-卜や塗装の表面わ嚷質し、はびれ-変色- 
さび-樹脂部品の割れの原因になるちの 


〉樹脂部品の割れ.麵の変質. キス 、変色 
さびの原因になるちの 


直接かけて使つてはいけないちの 


スプレー式洗剤 


機器内部に洗剤び入ると故障の原因になります。 
必ずやわらかい巧やスポンジたわしなどに含 
ませてから使用して < ださい。 



お願い 

-ご使用の都度、お手入れしてください。巧れたままにすると巧れびこびり付き、落ちにくくなります。 

煮こぼれをした場合は、その都度お手入れしてください。 

煮こぼれをしたまま放置するとお手入れする部品び固着し、外れにくくなったり、故障の原因になります。 
とくに砂糖などを含んだ濃い汁は、すぐにふさ取ってください。焼さついて掃除び困難になります。 

-バーナーキャップ.ごとく -バーナー U ングカバー-グ U ル排気ロカバー-グ U ル部品（グ U ルとび日、グ U 
ル焼網、グ U ル受け皿、サイドカバー)は外せます。それ(外の部品は、絶対に取り外さないでください。 
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お手入れくコン□部 > 


◎お手入れは、『機器がをえていることを確認』 
『ガス柱を閉める』 

『操作ボタンを □ ックする ( 16 ぺージ)』 
『手袋をする』 


トッププレート 


-台所用中性洗剤や、水を含ませたスポンジ、巧など 
のやわらかい物でふさ取ったあと、洗剤や水分び残 
b ないよラ、乾いた巧で再度ふさ取ってください。 
※硬いお手入れ道具 (40 ページ参照）を使巧すると 塗 

装のはがれ、キズなどの原因になりまず。 



取れにくい巧れのとき 


-メラニン樹脂系のスポンジを使巧したり、丸めたラ 
ップにク U —ムクレンヴー(表面印刷びラすくなるた 
め、常巧はしないでください）をつけてこすり、ふさ 
取ってください。 

※バーナーI 」ング カバー.バーナーI 」ング. バーナー 
本体にク I 」ームクレンプーびかかると、塗装のはびれ、 
色わ'请くなる、光ミ尺びなくなるなどの原因になります。 




機器表面-操作部 


• 乾いた巧でよくふいてください。 


取れにくいミちれのとき 

-台所用中性洗剤を含ませた布でふさ取ったあと、洗剤や水分び残 
日ないよラ、乾いた巧で再度ふさ取ってください。 

※グ U ルとび日取っ手には、特殊塗装を施していますび、万一表面 
の塗装びはびれてち使巧上問題はありません。 



パ'—ナー部 


パ’ーナーキャップ.パ’ーナーリ ング 



点火プラグ-立消えま全装置-温度センサー 


-台所用中性洗剤を含ませた布やスポンジで巧れ 
をふさ取ったあと、洗剤や水分び残日ないよラ、 
乾いた布で再度ふさ取ってください。 

※硬いお手入れ道具 (4 □ページ参照）を使用すると 

塗装のはがれ、キズなどの原因になりまず。 


目づまりしたときは 


-凹部などは、やわ日かい 
歯ブラシなどでお手入れ 
してください。 

こびり付いた巧れは、つ 
まよラじなどでミちれを取 
り除いてください。 

※目ゴまりやミちれは、 す完 
全燃焼や点义不良の原因 
になります。 



バーナーキヤップ 
-凹部 



バーナー U ング 


-煮こぼれなどの巧れを乾いた巧でふき取ってください。 
※洗剤などは使用しないでください。 


立消え安全装置温度センサー 


点火プラグ 



温度センサー 

上下に スムーズに 
動くことを確認 



※点乂プラグ-立消え安全装置-温度センサーにキズ 
や衝撃をあたえないよラにしてください。 

※温度センサーは軽い力で、上下にスムーズに動くこ 
とを確認してください。 


取り付けかた 


•バーナーキャップのの部び、点乂プラグの真上にくるよラに合わせ、取り付けてください。 
※点乂プラグに衝撃をあたえないよラにしてください。 


逸ミち意 


〇 

おず守る 


パ’ーナーキャップは正しく取り付ける 

正しく取り付けないと、 

-点乂しない場合びあります。 

-炎のふぞろいや逆火で 不完全燃焼、一酸化炭素中毒のおそれやバー 
ナーキ ャッ プび変形する場合びあります。 

-機器の中に炎びちぐりこんで、 焼損ずる原因になります。 

-誤セツトのまま使用すると、 機器寿命び短くなるおそれびありまず。 



に置を 
合わせる 

点火プラグ 
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◎洗剤を使用したあとは、洗剤が残5ないようにしてください。 
◎部品を取り付けたあとは、傾きびないことを確認してくださし、。 


ごとく -パ’ーナーリングカバー-グリル排気 HlWf - 



ごとく -グリル排気□カバー 

• 台所用中性洗剤を含ませた巧やスポンジで巧れをふき取ったあと、洗剤や 
水分び残日ないよラ、乾いた巧で再度ふさ取ってください。 

•巧れびひどいとさは、台所用中性洗剤で丸洗いしたあと、洗剤や水分び 
残日ないよう、乾いた巧でふき取ってください。 


_ 取れにくい巧れのとき _ 

-煮洗いすると、さ日に巧れび落としやすくなります。 

水を入れた大さめの鍋に、ごとくやグ U ル排気ロカバーを入れ、約30分 
加熱し、そのあと水洗いして、水気をふき取ってください。 

※表面び変色することびありますび、使用上問題ありません。 

※煮洗いしたごとくやグ I 」 j レ排気口カバーを取り出すときは、やけどなどに 
ミ主意して < ださい。 


_バーナ ー U ング カバー_ 

-台所用中性洗剤を含ませた巧やスポンジで巧れをふき取ったあと、洗剤や 
水分び残らないよラ、乾いた巧で再度ふさ取ってください。 

•ミちれびひどいとさは、台所用中性洗剤で丸洗いしたあと、洗剤や水分び 
残らないよう、乾いた巧でふき取ってください。 

※こびり付いた巧れ(炭化物）を硬いお手入れ道具や研磨剤入り洗剤などで 
こすると、塗装のはびれ、変色、光ミ尺びなくなるおそれびあり、表面に 
発生するキズの原因になります。 

※巧れびついたまま使用すると、巧れび落ちにくくなります。 


取り付けかた 


グリル排気□カバー 


ツメ部 


グ I 」ル排気ロカバーをグ I 」ル排気口の粋に合わせて取り付けてください。 


パーナー リング カバー 


バーナー U ングカバーの▽マークを手前にし、欠さ 
部前後2ヶ所をパーナ ー U ングの凹部前後2ヶ所に入 
れて、正しく取り付けてください。 


ごと< 


ごと< 


バーナ ー U ングカバー 


ごとくは内側の凸部2ヶ所を、ノ（ーナー U ングカノ（一の 
欠さ部前後2ケ所に入れて、正しく取り付けてください。 


バーナーキヤツプ 


} K ーナーキヤップ 


※バーナーキヤツプの取り付け方法は、4 ] ページ (パ’ 
-ナー部 匯巫旧 Baa ) を参照してください。 

※バーナーリングは、トッププレートに固定されています。 


バーナーリング 



逆注意 


〇 

V 必ず守る 


ごとく •パ’ーナーリングカバーは、正しく取り付ける 
正しく取り付けないと、 鍋の転倒によるやけどや、点义不良 


凹部 


不完を燃焼の原因になりまず。 


※ごとくのツメ部びグラグラしていると、鍋などをのせたとさ、鍋などの転倒の原因になります。 
(新しいごとくと交換してください。） 



フード連動用リモコンのお手入れ 


. 水や中性洗剤を含ませた巧などの、やわらかい物でお手入れをしてください。 

※金属たわし-ナイ□ンたねし- S ガキ粉などの固いをのや、台所用中性洗剤け外の洗剤（レンジク U —ナーや漂 
白剤など)のアルカ U 性洗剤は、キズやシ S • 変色.はびれの原因となりますので、使用しないでください。 
※赤外線発信部 (37 ページ)にキズびついたり、油汚れを放置するとレンジフードファンび連動しない場合びあります。 

V_ 
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お手入れ 〈グリル部〉 


◎お手入れは、『機器びをえていることを確認』 
『ガス栓を閉める』 

『操作ボタンを □ ックする ( 1日ページ)』 
『手袋をする』 


取りがしかた 

スライド枠は取り外せません 


グ U ル焼網-グリル受け皿 


-グ U ルとびらを水平にゆっくりと手前に止まるまで引き出す。 

-グ U ル焼網-グ U ル受け皿を持ち上げて取り外す。 

※グ U ル使用直後はグ U ルとび日やグ U ル受け皿、グ U ル焼網、スライド枠 
び熱<なっていますのでミ主意して<ださい。 

※グ U ル受け皿にたまった魚の脂などをこぼさないよラミ主意してください。 



グリルとび！5 


-スライド枠とグリルとびらを固定している止めバネを巧 
し下げ、もう片方の手を添えなびら、手前に引く。 

※グ U ル焼網をセツトした状態では、グ U ルとびらは正 
しく取り外すことびできません。 

※スライド砕は取り外せません。 



サイ ドカバー 


-手前のフックからサイドカバーを取り外す。 

※サイドカバーは、（左）（ち)びあります。 

※図は、サイドカバー(左)の場合です。サイドカバー(ち) 
ち同様に取り外してください。 


手前の 

フック 



グリル焼網-グリル受け皿-グリルとび5•サイドカバー • スライド枠-グリル庫内 


グリル焼網*グリル受け皿-グリルとびら-サイドカバー-スライド枠 


•台所用中性洗剤や、水を含ませたスポンジ、布などのやわ日かい物でふさ取ったあと、洗剤や水分び残日 
ないよラ、乾いた布で再度ふさ取ってください。 

※ミちれたまま放置したり、使用すると、こびり付いた脂ミちれびとれにくくなり、シミび残ったり、フッ素コ 
-卜（グ I 」 j レ焼網）、ク U アコート（グ W レ受け皿)のはく離の原因となつたり、発火することびあります。 


グ U ル庫内（側部•底部) 


-台所用中性洗剤や、水を含ませたスポンジでふさ取ったあと、洗 
剤や水分び残日ないよラ、乾いた布で再度ふさ取ってください。 
※硬いブラシやたわし、また中性 iU 外の酸性-アルカ U 性洗剤を使 
用しないでください。 

変色•変質-さび-割れの原因になります。 

※燃焼部り（ーナー）には触日ないでください。炎口びつまり燃焼不 
良の原因になります。また、グ U ル庫内の天井部には、立消え安 
全装置と点火プラグ、奥の壁部分にはグ I 」ル過熱防止センサーび 
取り付けてあるので触日ないで<ださい。 

正しくはた日かなくなるおそれびあります。 
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◎洗剤を使用したあとは、洗剤が残5ないようにしてください。 
◎部品を取り付けたあとは、傾きがないことを確認してくださし、。 


取り付けかた 


サイ ドカバー 


① 奥のフックに、切り欠さ部を差し込む。 

② 手前のフックに巧部を引っかける。 

※サイドカバーは、（左）（ち）びありますので、を意してく 
ださし、。 

指かかりのある手前側に左またはちと表示しています。 
※図は、サイドカバー(左)の場合です。サイドカバー(ち） 
ち同様に取り付けてください。 



グリルとび5 


① グ U ルとび日の溝部にヶ所）に、スライド枠 
の己部を差し込む。 

② 左も2ケ所び確実に差し込まれていることを 
確認し、とびらの下部を『カチッ』と音びする 
まで押す。 

※グ U ル焼網を取り付けた状態では、グ U ル 
とび日は正しく取り付けできません。 




グ U ルとび日び閉まりにくし觸合は、サイドカバー、グ U ル受け皿グ U ル焼網び正しく取り付け 
されていません。再度さつちりと取り付けてください。 
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安全機能 


-使用中に自動消义した場合は、必ず点义/消义ボタンを r 消义の状態」にしてくださし、。 
• お知日せ表示は己3ページを参照してください。 


立消えまを装置 ◊風や煮こぼれで义び消えた場合、自動のにガスを止めます。 


(コン □/ グ U ル) 


(完全にガスび止まるまで数秒かかります。） 


※再度点火するとさは、窓や戸を開けて換 
気をし、ガスのにおいび完全になくなっ 
てか日点火してください。 

-立消えを全装置に煮こぼれや水滴びついた 
とさは、されいにふさ取って<ださい。 
また、立消え安全装置に硬いちのをぶつ 
けないで < ださい。 

(点乂不良の原因になります。） 


消し忘れ消乂機能〈コン □> 


後方から見た図 



◊点义後、約120分(高温で自動的に义力調節している場合は約30 
分)経過すると自動的にガスを止め、消义します。 


※左ちコン□は、センサー解除モード使用時、約6□分(高温で自動的に乂力調節し 
ている場合は約3□分)で自動的にガスを止め、消火します。 


※コン□消し忘れ消火機能の設定時間を変更することびできます。（已4ページ) 


〈グリル〉 

◊点义後、約18分経過すると自動的にガスを止め、消义します。 


焦げつき自動消乂 ◊焦げつきや空だきの場合、自動的にガスを止め、消义します。 

機能 (コン □) •焦げの程度は、鍋の材質•火力.内容物によって異なります。 

※弱乂か日強乂に切り替えたとさに温度センサーびはた日いて自動消乂することび 


あります。再度点乂すると正常に作動します。 

※センサー解除モードを使用している間は、左ちコン□のみこの機能ははたらさません。 


天ぷ 5 油過熱防止◊油温び約250でになると強义〇弱义をくり返し、この状態び約30 
機貪层（コンの 分続くと、自動のにガスを止め、消义します。 

それむ上に温度び高くなると、約30分を経過する前に自動的にガ 
スを止め、消义します。 


※鍋の種類や油の量によって自動消火時の油の温度は異なります。 

※センサー解除モードを使用している間は、左ちコン□のみこの機能ははた5きません。 




発义を意 


センサー解除モードを使用するときは、揚げものなどの調理はしない 

センサー解除モードでは、天ぷ5油過熱防止機能の消乂温度び高<なってい 
ますので、調理油び週熱され、発乂し、 义災の原因になります。 


座ミち意 


〇 天ぷ5油過熱防止機能がはた日いたときは、鍋や油のミ品度が相当高くな 
つているためま意する 

'^がず35 やけどやけがの原因になりまず。 _ 
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グリル過熱防止 
センサー 

(グリル） 


◊グリル庫內やグリル受け皿の温度び異常に高くなった場合や、連続 
焼きや空焼きなどで高温になると、自動的に义力を弱めたり、ガス 
を止め、消义します。 


盛注意 


〇 グリル過熱防止センサーがはたらいたときは、グリル受け皿やグリルと 
び5ガラスの温度が相当高くなっているためま意ずる 
おず守る やけどやけがの原因になります。 
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Q & A (よくあるご質問)① 



ご質問の内容 


電源び入りにくい 
(または入らない) 



センサー解除をしているのに、 
勝手に义びルさくなったり、 
义び消えたりする 



コン□使用時の現象 

X ご質問の詳細 ） 

①調理中に消义する 

◎ 油び高温になっていても自動消义 
しない 

③ 点义してもずぐ消える 

④ 自動で义力び変わる 

⑤ 义力を調節してを変わ5なかっ 
たり、欲しい义力にな日ない 

⑤銅底がひどく焦げついて消义する 

® 揚げものがラまくできない 


ご質問の回答 


• お手入れなどで誤って電源ボタンに触れても 
電源び入らないよラにしています。 

他のボタンより長く 013お))押してください。 


温度センサーや銅などの異常過熱を防止する 
ために、温度センサーの温度び上びりすざる 
と自動的に义力を調節したり、ガスを止め、 
消火したりすることびあるためです。 


①質 

-麵のお状や材質び適していますか？ 

15 

◎④ 

' 鍋底び温度センサーと密着していまずか？ 

4-7 

⑥ © 

-麵底や温度センサーび巧れていませんか？ 

①曾 

◎④ 

◎ 

' ミ由の量は適切ですか？ 

ミ由量已〇 OmL 〜1000 mL び適切です。 

絹のお状やな質、ミ由の量によっては油の温度 
び設定温度より高めになったりほめになった 
りする場合びあります。 

設定温度を加減してお使いください。 

15-21- 22 

①③ 

-温度センサーび高温になっていませんか？ 
安全装置びはたらいて消火した場合、温度セ 
ンヴーの温度び下びるまで点义してちずぐ消 
义します。 

4己 

①⑥ 

-焦げつさ自動消义機能は、麵の材質や調理に 
より焦げつをの程度びかわります。 

ホー□-製の鍋や、カレー.シチュ ー. カラ 
メル-みそなどの水分び少ない料理は焦げや 
ずくなりまず。弱火でときどさかを混ぜなび 
ら調理してください。 

- 

-鍋底び焦げついて消火していませんか？ 
焦げつさや空ださの場合、焦げつさ自動消义 
機能びはたらいて、自動的に消义します。 

4己 

-コン□タイマーび終了していませんか？ 

再度点义して < ださい。 

20 

① 

-長時間使用していませんか？ 

コン□は、点乂後約] 20分(高温で自動的に 
乂力調節している場合は約30分)で自動消乂 
し、消し忘れを防ぎまず。 

4己 

-弱义の状態で機器下のキャビネットとびらを 
はや<開閉していませんか？ 

また、 グ U ルとびらをはやく開閉していませんか？ 
はやく開閉すると消火することびあります。 
ゆっくり開閉してください。 

13 

③ 

-冷凍食品や冷凍した調理物をそのまま調理し 
ていませんか？ 

解凍してから調理して<ださい。 

- 

④ 

-麵の温度び高温になると、過熱防止のため自 
動的に乂力を切り替えます。 

弱义《強义を繰り返し、この状態び約30分 
続くと自動消义します。 

4己 

弱义になると支障のあるときは、センサー解 
除キーを押すと、高温での調理びでさます。 
(左ちコン□のみ） 

18 


ご確認していただぐ 
ぺージ 


詳細の 

番号 
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ご質問の内容 


詳細の 

番号 


ご質問の回答 


ご確認していただぐ 
ぺージ 




ホタ飯モードで上手にげ飯び 
でさない 

A ご質問の詳細 ） 

のふさこぼれる 
© ごはんがかたい 
(3) ごはんがやわらかい 

④ ごはんが焦げる 

⑤ 誤って途中で消义してしまった 



-炊飯に適した鍋を使用していますか？ 

15-26 

•鍋底び温度センサーと密着していますか？ 

4-7-26 

•炊飯量は適切ですか？ 

樹® ごはん1〜已合、おかゆ0.己〜1合が適切です。 

25 

-お米の量や水量を正し<計量していますか？ 

25 

•よく洗米していますか？ 

25 - 26 

•無洗米を使用していませんか？ 

④ 1〜2回洗米し、3%ぐらいをめに水をいれて、 

必ず浸しおきをして炊飯してください。 

26 

なな•銘柄や産地、保存期間により炊さあびりのか 
たさや粘り、き味び変わります。 

- 

-浸しおを時間は十分ですか？ 

2已 ■ 26 

@ •巧飯途中にふたを開けていませんか？ 

27 

-炊を上びったあと、約1□分むらしていますか？ 

27-28 

(3) 'むらしたあと、ごはんをかさ混だていまずか？ 

28 

^ -炊きこみごはんではありませんか？ 

^ 白米にくらべ焦げやすくなります。 

2已 

-ちラー度の飯モードで炊いてください。 

水分び少ない状態で再点火した場合は、やわ 
らかくなる場合や、焦げつきび強くなったり、 
^ おび残る場合びあります。 

(おかゆの場合は、自動では炊けません。様 
テを見なびら弱义で炊いてください。） 

27-28 


湯わかしモード使用時の現象 


イご質問の詳細 : 

①お湯がめるい 
◎ お知日せが遅い 
@ふさこぼれる 


-湯わかしに適した銅を使用していますか？ 

1己- 23 

の@ •銅底び温度センサーと密着していますか？ 

4-7 

(3) -水の量は適切ですか？ 

水量 日日日 mL 〜2 日日 OmL が適切です。 

1己- 23 

-お湯 （70 でしソ上）を湯わかし モー ドでわかし 
ていませんか？お湯から湯わかし モー ドを使 
①②用した場合は、ふっとうしてから消乂や顏义 
になるまで時間を要する場合や、ふっとラす 
る前に消义する場合びあります。 

23 

-火力を弱火にしていませんか？ 

の 火力を弱火で使用すると、ふっとラする前に 

イ呆温になったり、消义したりします。 

な •加熱中に鍋を動かしたり、ふたを開閉したり、 
の 水をかを混ぜたりしていませんか？ 
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Q&A (よくあるご質問) @ 


ご質問の内容 


I 詳細の 
番号 


ご質問の回答 


ご確認していただぐ 
ぺージ 



電源び入りにくい 
(または入5なし、) 



-お手入れなどで誤って電源ボタンに触れてを 
電源び入らないよラにしています。 

イ也のボタンより長く 013砂)押してください。 


グリル使用時の現象 

A ご質問の詳細 ） 

© 焼けすざる 
②巧け足りない 
@巧きムラ 

④ 煙が出る 

⑤ 才ートメニューを受け付けない 
⑤义力が変わる 

( Z ) 調理中に消义する 



◎◎ 
④ © 

-グリルとびらは確実に閉まっていまずか？ 

— 

①質 
③ 

-焼さ加減の設定、魚などの調理物の置をかた 
は合っていまずか？ 

30 ■ 3己 ■ 3巨 

-食材にあった义力にしていますか？ 

31-32 

◎◎ 

-グ1」ル排気□カバーは付いていますか？ 

グ1」ル排気□カバーを正しく取り付けてください。 

42 

① 

•みそ農けやかず農けの魚を焼くとさは、みそ 
やかずは取ってから焼いていまずか？ 

30 - 36 

② 

-を蔵庫から出した;令たいままの魚などを焼い 
ていませんか？ 

完全に解凍していますか？ 

13-30 


-脂のをい魚などを焼くと煙びをく出るため、 
排気口しソ外からち煙び出る場合びあります。 
異常ではありません。 

32 


-初めてグリルを使ラとをグ1」ルや排気 □!； ■(外 
から煙やにおいび出ます。グリルには加エミ由 
を使っておりそのミ由を焼を切るためです。 
異常ではありません。 

29 

⑤ 

-連続焼さなどでグリル庫内の温度び高くなっ 
ていませんか？ 

グ U ル庫内の温度び高すざると、オートグリ 
ルモードは受け付けません。マニュアルグリ 
ルは受け付けますび、過熱防止センサーびは 
たらさ、設定したタイマー時間より短い時間 
で消义することびあります。 

グリル庫内びをめるまで(約3分)待ってから 
使用して < ださい。 

33 

⑥ 

•オートグ U ルモード使用時は、火力を自動的 
に切り替えます。異常ではありません。 

- 


-グリルタイマーが終了していませんか？ 

再度点火して < ださい。 

32 

◎ 

-連続焼さなどでグリル庫内び高温になってい 
ませんか？ 

グリ j レ庫内び;令めるまで(約3分)待ってから 
使用して < ださい。 

32 - 46 


点义ずると他の バーナーらスパー 
ク(パチパチ)ずる 



点义/消义キーから手を放してら 
スパーク(パチパチ)ずる 


-1ヶ所の点义操作ですベてのバーナーびスパ 
一ークします。 

異常ではありません。 

- 


-楽々点义ち式で点乂/消义キーから手を放し 
一 てちスバークび続さます。（最長約7砂） 

異常ではありません。 

- 
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ご質問の内容 


詳細の 

番号 


ご質問の回答 


ご確認していただぐ 
ぺージ 



使用中、消义後に音びする 

A ご質問の詳細 ） 

①「ポン J と音がする 
© 「カチッ」と音がする 

③ キシミ音がずる 

④ r シャー」と音がずる 

⑤ 点义巧]期に r ポッポッ」と音がずる 



① 

-バーナーキャップを正しく取り付けていますか？ 
コン□バーナー使用後の r ポン」という义の消 
えたとをの音です。異常ではありません。 

ノ（ーナーキャップび正しく取り付けされてい 
ないと上記のよラな音びする場合びあります。 

41 

© 

-义力を切り替える動作音です。 
異常ではありません。 


③ 

-点义後や消义後にキシ S 音びでますび、加熱 
や;令却されるとさに、金属び膨張収縮して起 
こる音です。異常ではありません。 


④ 

-コン□バーナー使用中 r シャー」と音びでます 
び、燃焼するガスの通過音です。 
異常ではありません。 


⑤ 

-機器び; 令えている状態で点义するとしばらく 
「ポッポッ」と音のする場合びあります。 
異常ではありません。 

機器び温まると音はなくなりまず。 
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故障かな？と思った 5 


こんなとをは 


I 詳細の 
番号 


確認してください 


ご確認していただぐ 
ぺージ 


点义しない 

X ' 症状の詳細 ) 

①点义しない 
◎ 点义しにくい 
(3) スパーク しない 

④点义してもずぐ消える 

V 



①② 

◎④ 

-電池交換サインび点滅していませんか？ 

乾電ミ也び消耗していて、機器を作動させる電圧びなく 
なったためです。新しいアルカリ乾電池(単1形： 2個） 

に交換してください。 

3白 

-ノ くーナーキャップび傾いたり、浮いたりしていませんか？ 

12 ■ 41 

-アル S はく製しる受けを使用していませんか？ 

使用しないで < ださい。 

7 

①② 

③ 

-バーナーの炎□びつまっていませんか？ 

点乂プラグ、立消え安全装置、バーナーキャップびめ 
れたり、巧れたりしていませんか？ 

41 

-グリルはコン□にくらべて点义に時間びかかります。 

- 

①② 

-ガスをを全開にしていますか？ 

16-29 

- LP ガスがな<なりかけていませんか？ 

( LP ガスをご使用の場合） 

- 

-ガス配管に空気び残っていませんか？ 

(長期間使用していなかったり、朝一番など)点火操作 
を繰り返してください。 

- 

①③ 

-電源は入っていますか？ 

電源を入れないとすべての操作を受け付けません。 

3 • 16 ■ 29 

. □ックを解除していまずか？ 

16 

④ 

-温度センサーび高温になっていませんか？ 

安全装置び作動して消义した場合、温度センサーの温 
度び下びるまで点乂してをすぐ消义します。 

- 


炎の状態びおかしい 
X 症状の詳細つ 
①炎が安定しない 
曾炎が黄色い、赤い 
@異甫音をたてて燃える、消える 
@炎が均一でない 

⑤ 使用中炎が消える 

⑥ 鍋にずすがつ< 



①② 

③④ 

⑤⑤ 

-バーナー炎□びつまっていませんか？ 

点义プラグ、立消え安全装置、バーナーキャップびめ 
れたり、巧れたりしていませんか？ 

41 

•ノ（ーナーキャップび傾いたり、浮いたりしていませんか？ 

12 ■ 41 

①② 

◎④ 

⑤ 

-風び吹を込んでいませんか？ 

扇風機や;令暖房機器の風びあたっていませんか？ 

白 ■ 12 

⑤⑤ 

-アル S はく製しる受けを使用していませんか？ 

使用しないで < ださい。 

7 

◎⑤ 

-換気をしていますか？ 

白 

-火力調節をはや<操作していませんか？ 

はやく操作ずると、炎びホくなったり、消义ずる場合 
びありまず。 

異常ではありません。ゆっくり操作してください。 

- 

◎ 

-加湿器を使用していませんか？ 

加湿器を使用すると水分に含まれるカルシウムび燃え 
て炎びホくなることびありまず。異常ではありません。 

- 

. コン□とグリルを同時に使用していませんか？ 

グ U ^レ使用時にコンロを使用すると焼ををのの塩分(ナ 
卜 U ウム）やカルシウムび燃えて、コン□の炎もホく 
なります。異常ではありません。 

- 

-乂力調節時に一瞬炎び黄色くなったり大きくなる場合 
びあります。異常ではありません。 

- 
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こんなとをは 


詳細の 

番号 


確認してください 


ご確認していただぐ 
ぺージ 



※フード連動用 U モコンび付属されている機器のみ 
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なの表示び出た 5 


コン□操作部 


グリル操作部 


f ツ —卜 


グ IJ ル 

0姿巧〇強め 0 B の強 

0切身〇標を GA ' I 

OBdSS I 


0タイマー 


〇干物〇弱め 


智圆轉 國曰田 



•■•巧 

■止 


シ—卜 


のタイマー を 

■■■ 〇 

■左ち 

ちコン □ 
0200 

0180 〇卽消火 

0160 OSiJSa 

をコン □ 

〇おかゆ 
〇ごはん 

ちコン □ 

0200 

0180 〇自動消火 
0160 05巧房 a 

日田園 

r 揚げ 1| 須わ1 

しちの J しかし1 
Jtytr-KSl 

お巧し )1 

巧饭1 

「房げ T おわ1 

1をの||かし1 


お知 6 せ表示 



ランプ表示(点滅） 
例 « 


設定 


コン□タイマー乘巧部(点が） 

タイマー設定時間が終了したとき 


■ 



+ 


n 

m 


(表示なし） 


I 


八’ーナー不着火(点火に失敗したとを） 

パーナー途中消火 
(煮こぼれや風などで消火したとき） 


I 


I 、—ひ—-か一一'口 / w ししし/ I 

焦げつきや異常高温になったとを 

I I 

コン□消し忘れ消火機能が作動したとを 


点火/消火ボタンを r 消火の状 
態」に戻してください。 

続けてお使いになるときは、 
十分換気をしてから、再度点 
火して < ださい。 



グリルタイ 7 Hi 巧部(点滅) 


ランプ表示(点滅） 



晒 

n 

m 

阻 

m 


タイマー設定時間が終了したとさ 

I 

パーナ—不着乂 (点火に失敗したとき） 

I 

パーナー途中消火 

グリル過熱防止センヴーが作動したとき I 
(空焼きした場含や、焼きずざた場合） 

グリル庫内が高温になっているとを 


続けてお使いになるとさは、十 
分換気をしてから、再度点火し 
て < ださい。 

グ U ル過熱防止センサーがはた 
5いた場含は、しばらく(約3分） 
待ってから、再度点火してくだ 
さい。 


庫内温度が下がるまで、しばらく 
待ってから使用してください。 


電池交換サイン表示(点滅） 



占 


乾電池が消耗してきたとを 


乾電池を交換してください。 

(3 日ぺージ参照） 

アルカリ乾電池禅1お： 2個） 



上記の処置で直6な 
いとさや、次の表示 
が出たとさ 


m 邸邸邸曲阻 
囲獨 PB 团の阻 


点おび必要です。コン□は、点义 
/消火ボタンを r 消火の巧態」に戻 
し、機器の電源を r 切」とし、お買 
い上げの販売店または、ちよりの 
興社に連絡してください。 


◊自動消义した場合は、必ず点义/消义ボタンを戻してください。 
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( S ) 

ヴリル ^ 

Oil 

因 

0 弱 


は、ち下表のよラになります。 


3秒む上同時に巧す 


グ U ル操作部 ( シート） 


コン □ 操作部（シート） 


オートパワーオフ機能時間の変更方法 

•グ U ルタイマーの田’田で、設定時間を切り替える。 

分 • 2分 • 3分 ■ 4分 • 已分の時間設定びできます。（工場出荷時： 3分） 

例）"与"にすると、才ートパワーオフ機能時間は、已分になります。 

※電源ボタンを OFF にするか] 0秒じ(上経つと、表示されている時間に自動設定されます。（ブヴー：ピー) 

コン□消し忘れ消义機能時間の変更方法 

-國で、コン□消し忘れ消火機能時間設定に切り替える。（グ U ル下火強び点灯する） 
※コン□消し忘れ消火機能時間を変更した場合は、タイマー設定可能時間、連続使用可能時間 



グ U ルタイマーの日 
《30分- 60分- 90: 

例）" 3" にすると、 
※電源ボタンを OFF にす 


◊電源ボタンを ON にし、グ U ルタイマーの田とコン□タイマーの田を、 
3秒_1ソ上同時押しを10秒け内に終了する。（グ U ル上乂強び点灯する） 
《機器を使用していない状態で操作して < ださい。 


ブリル 

〇姿焼〇強め Oil ' 

〇の身〇標準 

〇干物〇弱め 0弱の強 


f 点灯） 

の強 


©タイマーを 

〇 



スート 

焼き 

に：!- 

如減 1 


すート 

焼さ 

メニコ- 

如減 




|@鹽 日 囲; 



左コン □ 
0200 

0180 omm 

016 0 05 分保温 

後]ン日 

〇おかゆ 
〇ごはん 

ちコン □ 
0200 

0180 〇自 U 消乂 
0160 05 分保温 

揚げ 

ちの 

湯わ 
かし 

炊飯 

揚げ 

ちの 

湯ね 

かし 

〇 

t 州-臟 
。獅し } 


〇 

t 州-臟 
。禱し） 



白 田 


工場出荷時与> 


コン□消しちれ 
消火機能時間 

タイマー設定 
可能時間 

連続使用可能時間 

通常時 

センサー解除時 

30分 

1〜3日分 

3日分 

3日分 

目0分 

1〜日日分 

目日分 

目0分 

吕〇分 

1〜目日分 

9日分 

目0分 

]2日分 

1〜9目分 

12日分 

色日分 


E )- E ] で、設定時間を切り替える。 

み-] 20分の時間設定びでさます。（工場出荷時：] 20分） 

コン□消し忘れ消火機能時間は、目0分になります。 

るか10秒じ(上経つと、表示されている時間に自動設定されます。（ブヴー：ピー) 



〇遁]を巧す毎に、「オートパワーオフ機能時間設定」林「コン□消し忘れ消火機能時間設定」 
に切り替わります。 


安全-便利機能の使いかた 


c カスタマイズ機能つ 

じ(下の機能を設定変更することびでさます。 

-才ートパワーオフ機能時間： 工場出荷時(初期設定)は、「3分」に設定されています。 

-コン□消し忘れ消义機能時間： 工場出荷時(初期設定)は、「120分」に設定されています。 

※機器を使用していない状態で操作してください。 


め華め 
強！！示萌 

〇 〇 〇 

焼身物 
姿の干 

〇 〇 〇 
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仕様 • アフターヴービス 


◊仕様 


品 ち 

ガスビルトインコンロ 

トップ プレー ト 

BOcm 幅 

7 己 cm 幅 

型式 名 

C3WJ3PWA 

C3WJ4PWA 

点 义ち式 

連続スパーク点火ち式 

をを 装置 

-立消えま全装置 1 

. 電源才一いくワーオフ機能 い全ノ（ーナ ー) 

•□ッ ク機能 J 

-焦げつさ自動消义機能 1 

- 天ぷら油過熱防止機能 y (全コン□バーナー） 

- コン□消しちれミ肖义機能 J 

•グ1」ル過熱防止センサー 1(パ||||バ' + 、 

•グ1」ル消し忘れ消火機能 少1 ノ」ルノ、一てづ 

付属品 

•取扱説明書(保証書付）■工事説明書•クッキングブック■サービス網一覧表 
■アルカ U 乾電池(単 1 お： 2 個） 

がお寸 法 

高さ 2 目 4 mm X幅日日 8 mm X奥斤 492 mm 
(トッププレート幅巳 92 mm ) 

高さ 2 目 4 mmx 幅已 98 mm X奥行 492 mm 
(トッププレート幅 737 mm ) 

質 量 

25kg 

2 目 k 旨 

使用 ガス 

使用ガス グループ 

1時間当たりのガス消費量 kW 

ガス接続 

個別ガス消費量 

全点火時 
ガス消費量 

左もコン □ 

をコン □ 

グリル 

都 

巿 

ガ 

ス 

用 

13 A 

12 A 

4.20 

13,610 kcal/hl 

3.90 

位3已 Okcal/hl 

1.28 

11,100 kcal/hl 

1.20 

11,030 kcal/hl 

2.21 

11,900 kcal / h ( 

2.06 

11,770 kcal/hl 

10.6 

19.100 kcal/hl 

9.86 

18.480 kcal/hl 

Rcl/2 
がネジ） 

L P ガス 用 

4.20 

に.3日 Ik 旨/ h ! 

1.28 

に.日 93 k 吕 /hi 

2.28 

に. 163 k 呂 /hi 

10.6 

に.7已 7 k 呂 / h ( 


◎本仕様は改良のためお知らせせずに変更ずることびありますびご了承ください。 


◊ア フターヴー ビス 


サービスのお申し込み 


◊『Q&A (よくあるご質問）』『故障かな？と思ったら』『次 
の表示び出たら』を見て、をラー度確認してください。 
◊確認のラえ、それでち不都合な場合あるいは、ご不明な 
場合はご自分で修理しないでお買い上げの販売店、ガス 
事業ちまたは、ちよりの弊社(別紙サービス網一覧表）に 
お問い合わせください。なお、連絡されるとさは、ち記 
のことをお知らせ < ださい。 


1. 品名：ガスビルトインコン □ 

2. 型式名-品名コード：電池ケースふた妻面 
に貼付の銘板をご覧ください。（已ページ） 

互故障または異常の内容（できるだけ詳し <) 
4. ご住所.お名前.電話番号.道順 
(でさるだけ詳しく） 


面居される場合 


ガスには都市ガス(数種類)および L P ガスの区分びあります。 

◊ガスの種類び異なる地域へ転居される場合には、部品の交換や調整び必要となりますので転居先のガスの種 
類を確認のラえ、お買い上げの販売店または、転居先のガス事業ちにお問い合わせください。 

この場合、調整' 改造に要ずる費用は保証期間中でち有料とな D まず。 

◊この機器は 13A(12A) • LP ガスのみの仕様でず。他のガス種には調整-改造できません。 


巧証書 


取扱説明書の已8ぺージび保証書になっています。 

◊保証書に記載されているように機器の故障については、一定期間-一定条件のをとに修理いたします。保証書を 
紛失されますと、無料修理期間内であっても修理費をいただくことびありますので、大切にな管してください。 
◊無料修理期間経過後の修理については、お買い上げの販売店または、をよりの弊社调 j 紙サービス網一覧表） 
にお問い合わせください。修理によって性能び維持できる場合は修理(有料)いたします。 


巧修用性能部品の巧ち期間 


◊この製品の補修用性能部品《機能を維持ずるための必要な部品》の保ち期限は、製造巧ち切りを已年間でず。 
ただし、イ呆有期間経過後であってを補修用性能部品の在庫びある場合は、有料修理いたします。 
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変換部品 


交換部品（お客さまにて取り替え可能な部品) 


◊下記の部品(有料）は、お客さまご自身にてお取り替えしていた 
だくことびでさます。お巧めの場合は、インターネットの販売 
サイト （h1:tp://ec.harman.co.jp/)、0] 20-38-81 80(電話 
料金無料)、お買い上げの販売店にお問い合わせください。 

部品がいたんできた日、お早めに交換してください。 



巧巧部品や拒利グッズびご購入でをまず。 


なしくは ►►► http://ec.harman.co.Jp/ 


名 称 

お 

現金標準価格：税込 

部品コード 

ごとく（大） 

(左ちコン□巧） 

が 

1 QQ -- 本体価格 \ 

¥1.99 已^ ¥1,900； 

ブラック DW 3 P 12004308 
グレー DW 3 P 1 2004102 

ごとく（ル） 

(後コン□用） 

が 

VI oqn 本体 価格 、 

¥ ^ ¥1，80 か 

ブラック DW 3 P 1 200830日 
グレー DW 3 P 12008100 

バーナーキャップ(大） 

(左も〕ン □用) 12 A '13 A 用 


W 1 本体 価格 、 
¥ l ， b / 曰^ ¥1.500； 

ブラック DW 2 Q 320020100 
グレ- DW 2 Q 320020208 

バーナーキャップ(大） 
(左ちコン□巧） LP 用 


W 1 本体 価格 A 
¥1， 曰/曰^ ¥1， 已 Ooj 

ブラック DW 1 L 320031013 
グレ- DW 1 L 320032010 

バーナーキャップ(ル） 
(後コン□巧） 


¥1 ,0已〇 (本体個巧 ¥1,000) 

ブラック DW 1 F 320187103 

¥ 吕4曰 （本体砸格 ¥ 9 日日） 

グレ- DW 1 F 320187201 

バーナー U ングカバー(大） 
(左ちコン□用） 

◎ 

¥ 84。 （本体 ¥価格8。。) 

ブラック DW 3 M 1202 日0303 
グレ- DW 3 M 120260205 

バーナー U ングカバー(ル） 
(後コン□巧） 

◎ 

¥ 735 (本体¥価格 70 。） 

ブラック DW 3 M 120270308 
グレ- DW 3 M 120270200 

グ U ル排気ロカバー 


¥ 788 ( n *%50) 

ブラック DW 3 C 1200 巳0109 
グレ- DW 3 C 1200 已0207 

グ1」ル焼網 


V -. Q/in 本体価格 ) 
¥ と 94 リ ¥2,800； 

DW 2 Y 33004100 

グ U ル受け皿 


¥3,己7已 [ ¥3,已00； 

DW 2 T 33048108 

サイドカバー(左） 


^ 本体価格 \ 

¥ 63 □い 600； 

DW 2 T 33058005 

サイドカバー(ち） 


^ 本体価格 \ 

¥ 63 □い 600； 

DW 2 T 33060004 


2 日 1 日 年9月現在の価格です。価格-仕様は、予告なく変更される場合びあります。あ5かじめご了承ください。 
上記部品の価格には、配送費は含まれておりません。詳しくは、 日 12 日 - 38-81 8 日に お問い含わせください。 
乾電池は電気店などでお買い求めくださし、。 

※イラストは参考です。詳しくは『各部のなまえ』 （1 ページ)を参照してください。 
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別売部品 


別売部品 


◊お買い上げの販売店または、ちよりの弊社にお問い合わせください。 


名 称 

形 

現金標準価格：税込 

部品コード 

調理 プレー トセット 

-調理プレート 
-ホルダー 
-調理プレート 
クッキングブック 


: 

た 


¥3,990 

( 本体価格 \ 

V ¥3|8日か 

LP 0132 

ガラストップク1」ーナー 


傳 

づ 

m 

(1 本） 

¥ 892 

( 本体価格 \ 

V ¥8己 Oj 

LP 0125 A 
(1 本） 

i 

1 

(日本セット） 

¥己，3已已 

( 本体価格 \ 

V ¥日|1日 Oj 

LP 0125 
(6 本セット） 

炊飯専用鍋 (3 合） 


¥4,410 

( 本体価格 \ 

V ¥4.200； 


LP 0134 

炊飯専用鍋(已合） 



¥已|460 

1 本体価格 \ 
V ¥已|2日 〇ノ 


LP 0135 


2010年9月現在の価格です。価格■仕様は、予告なく変更される場合びあります。あらかじめご了承ください。上記部品の価格には、配を費 
は含まれておりません。詳しくは、ちよりの弊社にお問い合わせください。 
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保証書 


r 


保証書 


品 


名 


ガスビルトインコン □ 


このたびは当社製品をお買上げいたださましてあ0びとラございます。この保証書はお客様の正常な使巧状態において万一、機器本体 
び故障した場含には、本書の記載巧容で無料修理を巧ラことを約束するわのでず。 

く無料修理規定> 

1. 取扱説明書、本体貼付ラベルなどのを意書に従った正常な使用状態で故障した場合には、お買い上げの販売店または、ちよりの弊 
社が無料修理致します。 

保証期間内に故障し、無料修理を受ける場合は、お買い上げの販売店または、わよりの弊社にご依頼のラえ、本書をご提示くださし で 
なお、離島および離島に準ずる遠隔地への出張修理を巧った場含には、出張に要する実費を申し受けます。 

ご転居の場含は、事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

ご贈答品で本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理びご依頼できない場含には、もよりの弊社にご相談ください。 

本書は日本国内においてのみ有効でず 。 （This warranty is valid 曰 niy in Japan .) 

本書は再発巧致しませんので、紛失しないよラ大切に保管してくださし、。 

保証期間內でも次の場含には有料修理になりまず。 


2 . 


3. 

4. 
日. 
目. 
7. 


(イ）住宅用途(業務用：喫茶店、飲食店など）でご使用にな5れた場含による故障および損傷。 

に）車両、船舶に備品として搭載された場含に生じた故障および損傷。 

(八）工事説明書および取扱説明書などに指示する方法似外の工事設計または取付工事などび原因で生じた不具合、故障および損傷。 
(二）お買い上げ棲、取付場所の移動-落下などによる故障および損傷。 

(ホ）建藥躯体の変形など住宅部品本体 L 处がの不具合に起因する機器の不具をおよび塗装の退色、メツキの軽微な傷、鐘など設計 _ 
仕様の範囲巧の感覚的な現象の場含。 

(へ）適切な使用、維持管理を巧わなかった場含および不当な修理や改造による故障および損傷。 

(卜）ガスの供給事情による故障および損傷。 

(チ）指定規格！;!がのガス（ガスグループ）および電気（指定がの電池含む）で使用された場合。 

( U ) 火災-爆発などの事故、落雷-地震-噴火-風水害-煤煙.異常気象などの天災-地変および戦争-曇動など破壊行為によ 
る故障および損傷。 

(夕）海岸付近-温泉地などの地域における塩書-腐食性の有害ガスおよびほこ0などの空気環境に起因する故障および損傷。 

(ル）ねずみ•鳥•くを-ゴキブリなどの動物の侵入および行為に起因する故障および損傷。 

(ラ）消爲部品の取0替えおよび保守などの費用。 

(ワ）熱量変更に伴なラ改造-調整の場合。 

(力）本書の提示びない場合。 

(ヨ）本書に保証期間、お客様名、販売店名の記入接印のない場合、あるいは字句を書き誓えられた場含。 


お 客 様 

お名前 

TEL 1 

ご住所〒 1 

保註期 間 

お買い上げ 年 月 日か51年間 1 

販 売 店 

店 名 

TEL 

住 所〒 


※保証期間巧のサービス活動およびその後のま全点検活動のために、お客様の記載內容を利用させていただく場合がありまずので、ご 
了承ください。 

※このな証書は本書に明示した期間、条件のちとにおいて無料修理をお約束するものです。従って、この保証書によってお客様の法律 
上の権利を制限するちのではありませんので、保証期間経過媛の修理などについてご不明の場含は、お買い上げの販売店または、 
よりの弊社にお問い含わせください。 

※保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくはアフターサービス欄をご覽ください。 


株式を社/\■の 


〒已已4-日023 

大阪市此花区春曰出南3 — 2—]日 
TEL 06 (4804) 8600 





年月 曰 

修理記録（修理の客） 

サービス員風 
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長年ご使用のガス機器の点検をぜひ！ 

-とさどさガスくさい。 -キーやボタンの操作び不お実。 

■焦げくさいにおいびずる。■コン□部、グ U ル部び点义しにくい。 

-その他の異常や故障びある。 

' 1;(上のよラな症状のとさは、ガス栓を閉じ、故障や事故防止のため、’ 
必ず販売おに点検•修理を相談してください。 


株式を社 A ■の 


本社〒已已 4-0023 大阪市此花区春日出南 3-2-1 0 


アフターサービスについての 

お問い合わせは 商品についてのお問い合わせは 


( 修 Bg が izy タ ニ J サ—ビスはハィハ_マン 


電話料金 
無料 


0120-38-8180 


r お客をセンター) 

巧 06-4804-86I4 


• 受付時間/24時間サービス受付 
携帯電話か5のお問い合わせは泣 078-928-5496 

(受付時間/8:30〜 19:00) 


•受付時間/平曰、±曜日目:□□〜18:00 
旧'祝日'弊社指定イ木日は除く） 


この取扱説明書は再生紙を使用しています。 















